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はじめに 

 

丹沢大山は面積 4 万ヘクタールに及び､その中に数多くの人々が生活し､さらに年間

百万人を超える人々が訪れる｡それぞれの｢丹沢｣がある｡ 

 

今回の丹沢大山総合調査の特徴に｢情報整備｣が挙げられる｡丹沢の自然環境の保全･

再生に｢生きもの｣､｢水･土｣､｢地域｣の 3 分野の調査が不可欠なのは誰でもが理解できよ

う｡ 

 

それに加えて｢情報整備｣とは｡最近､環境保全における関係者間のコミュニケーショ

ン(環境コミュニケーション)の重要性が指摘されるようになってきた｡丹沢のように､

農林地を含み､登山者や観光客が多い地域の環境の保全･管理には､関係主体のパートナ

ーシップが不可欠である｡住民､NPO､行政､農林業者､研究者などが､意思疎通をよくし､

智恵を出し合って協働しながら問題解決に臨まなくてはならない｡そこで重要なのが

｢情報｣の共有である｡ 

 

｢情報整備チーム｣の役割を､私は次のように考えている｡丹沢に関する既存の情報を

整理する｡そして､｢生きもの｣､｢水と土｣､｢地域｣各調査の情報を統合し､調査員にすみや

かに提供し､県民に広く公開する｡そして｢政策検討｣の総合解析を支援する｡目指すとこ

ろは､丹沢に関する情報を統合して管理し､それを広く公開することで情報共有を図る

自然環境情報ステーション e-Tanzawa の構築である｡電子(electronic) ､環境

(environment)の､そして 生態(ecology) の eであり､｢いい(良い)｣丹沢を目指したいと

いうプロジェクトのスタッフ全員の願いでもある｡ 

 

情報を公開するには､インターネットとGIS(地理情報システム)が融合したWebGISと

いう仕組みを用いる｡ようやく試行版が完成した｡3 月末には､｢アトラス丹沢｣という丹

沢の情報地図が完成する｡これらの情報を県民の方々､そして丹沢に関心をもっている

人々にインターネットを介して広く公開し､情報を共有しながら合意形成を図り､｢いい

丹沢｣を目指す｡スタッフみんなの力で､e-Tanzawa は少しずつ形を見せ始めている｡ 

 

 

 

                                     情報整備調査チームリーダ

ー       原 慶太郎 

 

  (神奈川新聞掲載｢丹沢再生への挑戦｣より転載) 
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１ 目的と実施内容 

 

(１) 目的 
 

丹沢大山総合調査における｢生きもの｣再生､｢水･土｣再生､｢地域｣再生の各調査の情報

を統合し､調査員にすみやかに提供し､県民に広く公開すると同時に､本調査における

｢政策検討｣の総合解析を支援する｡ 

 

成果は､GIS データベースを核として､DB 登録サブシステム､情報双方化サブシステム､

外部連携サブシステムなどが組み合わさった統合型 GIS システム e-Tanzawa(丹沢自然

環境情報ステーション)の構築と県民への公開､その活用による政策立案資料の作成で

ある(図 1)｡ 

 

(２) 実施期間 
 

平成 16 年 4 月から平成 19 年 3 月までの 3カ年とする｡ 

 

図 1  統合型 GIS システム e-Tanzawa(丹沢自然環境情報ステーション)の構築イメージ 
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(３) 実施項目 
 

e-Tanzawa の構築に係る部分を基本調査に､その利活用に係る部分を特定調査に位置

づけた｡ 

 

基本調査では､｢e-Tanzawa の設計･整備調査｣､｢基盤情報整備調査｣､｢外部連携調査｣､

｢丹沢大山保全事業 DB 構築調査｣を､特定調査では｢県民向け情報提供活用調査｣､｢政策

立案資料作成に向けた自然環境情報解析手法開発調査｣を相互に連携しながら実施す

る｡ 

 

調査成果としては､暫定運用用の e-Tanzawa 本体､それを活用した丹沢大山総合調査

の成果を地図ベースで視覚化した一般向け資料(アトラス丹沢)と実行委員会向け(政策

検討主題図)の作成とした｡ 

 

個別調査及び成果の概要は表 1に示すとおりである｡ 
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表 1  情報整備調査の実施項目の区分､概要および成果 

区分 調査項目名 調 査 概 要 成  果 

情報ステーション

設計･整備 

総合調査における｢生きもの｣､｢水･土｣､｢地域｣の

各再生調査の情報を統合とインターネットなど

による双方向提供の仕組みを検討し､ e-Tanzawa

を構築､仮運用する｡ 

e-Tanzawa WebGIS サーバ

外部情報連携  

 

WEB版神奈川RDB(1995年

追補版)、情報登アプリ

丹沢大山保全対策

DB 構築 

丹沢大山保全事業に関連する資料のデジタルア

ーカイブを作る｡ 

丹沢保全対策資料 DB 

基本 

調査 

基盤情報整備 基盤となる GIS データを収集･整理､追加作成し

e-Tanzawa に登録し､利用公開のｰﾙを検討する｡ 

e-TanzawaBase 

県民向け情報提供

活用 

e-Tanzawaの県民利用方策､利用環境を検討･開発

する｡ 

普及啓発情報(アトラス

丹沢)､情報利活用無料ツ

ール 特定 

調査 解析手法開発 総合調査成果の視覚化､総合解析の手法を検討

し､政策検討に貢献する｡ 

アトラス丹沢 

e-Tanzawa 総合調査における｢生きもの｣､｢水･土｣､｢地域｣の

各再生調査の情報を統合し､調査員へのすみやか

な提供と県民公開をはかる｡ 

e-Tanzawa の段階的構築

アトラス丹沢 

第 1集 

丹沢大山自然環境総合調査の成果と丹沢大山総

合調査の課題を GIS 化し公開する｡ 

H16 年度成果品(概要版(

小冊子と CD､WEB 版) 

 

最 

終 

成 

果 

品 アトラス丹沢 

第 2集 

丹沢大山総合調査の最終成果を GIS 化し県民向

けに公開する｡ 

最終報告書成果品(冊子､

WEB) 
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(４)  実施体制 
 

表 2 に掲げるとおり､原慶太郎東京情報大学教授をリーダーとして､小池文人(横浜国

立大学)、吉田剛司(自然環境研究センター)をサブリーターに委嘱した｡調査の実施は､

前述した実施項目に対応する 6 つの調査グループを設置し､それぞれグループリーダー

と調査員を委嘱した｡また､調査グループへの助言を仰ぐため､6 名のアドバイザーを委

嘱した｡ 

 

他の調査チームとの情報連携を図るために、各チームに情報担当者をそれぞれ推薦し

てもらい、必要に応じて連絡調整などを行った。 

 

調査の円滑な実施のため､調査チームの事務運営全般は､自然環境保全センターと財

団法人自然環境研究センターが担当した｡ 

 

以上から､平成17年 2月現在の情報整備調査チーム構成員は27名(事務局構成員を含

む)となっている｡ 
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表 2  平成 17 年 2 月現在の情報整備調査チーム構成員 

統括 リーダー 

サブリーダー 

原慶太郎(東京情報大学) 

小池文人(横浜国立大学) 

吉田剛司(自然環境研究センター) 

アドバイザー 鈴木邦雄(横浜国立大学) 

金子正美(酪農学園大学) 

大森雄治(横須賀市自然･人文博物館) 

浜口哲一(平塚市博物館) 

廣瀬一郎･山崎 弘(神奈川県農業総合研究所) 

区分 グループ名 グループリーダー 調査員氏名 

情報ステーション設

計･整備 

雨宮有(GIS インスティテュート) 山根正伸･笹川裕史(神奈川県自然

環境保全 C) 

外部情報連携 槐真史(厚木市郷土資料館) 田中徳久(生命の星･地球博物館) 

秋山幸也(相模原市立博物館) 

神山和夫(バードリサーチ) 

野村浩子(日本野鳥の会) 

丹沢大山保全対策

DB構築 

山根正伸(神奈川県自然環境保全C) 斉藤和彦(森林総合研究所) 

基本 

調査 

基盤情報整備 笹川裕史(神奈川県自然環境保全C) 吉村暢彦(EnVision) 

県民向け情報提供

活用 

小池文人(横浜国立大学)  特定 

調査 

解析手法開発 吉田剛司(自然環境研究センター) 鈴木透(EnVision) 

李雲慶(日本スペースイメージング) 

鎌形哲稔(東京情報大学,H16.12-) 

事務局(保全 C) 山根正伸(神奈川県自然環境保全C) 夏苅正､深井友章､橋本 敏､杉谷祥

志(H16.12～) 

調査委託機関 (財)自然環境研究センター 
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(５) 実施フロー 
 

① 基本設計 

 

まず､全体会合およびコアメンバー会合において､e-Tanzawa の果たす役割､機能など

を検討して､基本設計を行った｡この結果､e-Tanzawa の利用者、素材、場面、目的、用

途がきわめて多様であることが明らかになり（表 3）、多様な利用を前提として、多面

的なデータを効率的に蓄積、アップデートしていく必要性が示された｡また、多面的な

情報整備には多大な費用と時間を要することから、外部機関などの既存の情報資源やデ

ータベースと連携しながら共有化を図ることも必要と考えられた。 

 

したがって、e-Tanzawa は、丹沢大山保全再生に必要な各種情報を地図と一体的に蓄

積する GIS データベースとその管理・解析ツールを核としたサブシステム、情報入出力

に関するサブシステム、および外部データベースと情報共有化を図るサブシステムの３

つから構成される統合型 GIS を構築することとした（図 2）。 

 

② 開発手順 

 

このような基本設計に基づく e-Tanzawa の構築は､各種の資源制約があること､総合

調査のステージに応じて e-Tanzawa のユーザー､期待される役割､機能が異なることが

予想されたことから､e-Tanzawa 開発は段階的に進めることが現実的と判断された（図

3）｡ 

 

第 1段階では､調査団の調査活動の初動支援に必要な各種情報､ツールを提供するWeb

サイト (e-TanzawaSupport) の立ち上げ、運用を目指す｡e-TanzawaSupport は、必要

な基本情報の提供やコミュニケーション手段も含めた調査に役立つ基本ツールなどを

提供して、調査の円滑な遂行に貢献することを目的としている。 

 

第 2 段階は、e-Tanzawa の中核となるデータベースを中心とし、その外部提供環境の

整備も並行して行う(e-TanzawaBase) 。この段階では、多面的なデータ蓄積や情報処

理環境の整備、解析手法の検討を行い、政策検討における総合解析の円滑な実施に貢献

することを目的としている。 

 

第 3 段階は、第 2段階までに開発したシステムを統合し、広くインターネットを用い

て外部公開する（e-TanzawaWeb)。ここでは、e-Tanzawa を介した情報の共有化、更新

の実現がねらいとなる。 
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表 3  e-Tanzawa に求められる役割・機能 

 

③ スケジュール 

 

平成 16 年度は e-Tanzawa の基本設計およびデータベース構築に力点を置く｡当初は､

調査の初動支援を目的とした地図や空中写真などの現地調査基本資料、基本資料、コミュ

ニケーションボードなどを提供する内部 Web サイトを調査活動が本格化する 7～9 月をめ

どに運用を始める。その後、基盤情報や前回総合調査とそれ以降の各種調査で蓄積され

た情報の GIS データベース登録、情報双方向発信環境の整備、総合解析手法の検討など

について進める。 

 

平成 17 年度は 12 月をめどに e-Tanzawa の完成をめざし､それ以降は e-Tanzawa を活

用した政策資料作成､総合解析に力点を移す｡また、生物多様性センターなどの外部機関

との情報共有を実現する。 

 

また､平成16年度と平成18年度に､e-Tanzawa整備成果に関する県民向け資料として、

アトラス丹沢第１集、第 2集をまとめ、公表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 2  e-Tanzawa の基本構成          図 3  e-Tanzawa の開発手順 

セグメント 内容 用途 

利用者 研究者、利害関係者、行政関係者、県民 GISデータベース構築・更新 

素 材 
生態的、経済的、社会的ニーズに対応したデー

タ、情報、知識 

情報の視覚化 

場 面 
調査・モニタリング、計画・政策策定、合意形成、

協働管理 

資源の共有 

目 的 
調査支援、科学と政治の橋渡し、合意形成・意志

決定支援 

空間解析、コミュニケーション 
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図 4   e-Tanzawa の構築スケジュール 

e-Tanzawa ハード&ソフト導入

新規導入機器類によるサ－バ 仮運用 

ステップ 1 （初動支援）

Ｈ16 年度 Ｈ17 年度

整備情報

活用による
総合解析

Ｈ18 年度 Ｈ１9 年度 ～

ステップ 2 （e-Tanzawa 構築）

新 
丹沢大山 
保全計画 新保全計画推進

アトラス 
丹沢 2nd 

アトラス
丹沢 1st

保全センター
   施設整備

e-Tanzawa
本格運用

e-Tanzawa Support
（調査団活動支援） 
●コミュニケーション 
●基本情報 
●調査登録支援ツール開発 
●（調査活動事務支援）
●提供サーバー整備
(農林水産情報システムサーバ) 

e-Tanzawa Base 
（DB 整備中心） 
●基盤情報整備（地図・・・・）
●情報共有（県庁内部・博物館）

●保全対策 DB整備（資料 RDB 他） 
●データ解析・情報連携研究
●仮サーバー立ち上げ
 （県・情報大・エンビジョン）
●ｅ-Tanzawa 基本設計

調査団活動支援（地図・写真・基盤情報・コミュニケーション・調査データ管理・活動事務） 

e-Tanzawa Web
 （発信・双方向化）

●自然再生事業との連携
●外部機関連携（大学・他機関）
●県民連携 （フリーGIS提供）
●情報発信 （Web 公開）
●e-Tanzawa 施設整備設計

NatureBase との連携 

  ステップ 3 （e-Tanzawa 拡張）   ステップ 4 （e-Tanzawa 活用・公開） 

J-IBIS との連携

既存情報環境による仮サーバ運営 

DB&システム移行 

開発ステップ 
開発年度 

開 
発 
構 
築 
内 
容 

機器類整備 
手順 

外部機関等 
連携 

丹関連自然系博物館との連携 
県立生命の星・地球博物館 

  厚木市郷土資料館・平塚市立博物館 
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２ 調査内容 

 

(１) 情報ステーション設計･整備調査 
 

① 目的 

 

本調査は､多くの分野にわたる現地調査の結果を保全活動にかかわる関係者間でいち

早く共有して順応的な保全活動の基盤とするとともに､調査結果を既存資料とともに公

開することにより県民の丹沢大山地域への関心に応え､現状の理解を促進することを目

的とする｡ 

 

具体的には､a) e-Tanzawa の構築手順を検討するとともに､仮サーバを立ち上げ､ b) 

19 年度に予定している e-Tanzawa 本格運用に向けた段階的整備を行う｡ 

 

16 年度は WebGIS サーバを設計し､特殊な設備を持たない一般の利用者と､GIS ソフト

ウェアを利用できる研究者の両方に対して適切なアクセス手段を用意して情報共有の

基盤となる環境を整えた｡ 

 

② 調査方法 

 

調査結果をデジタル化し､自然環境･社会環境などの既存地図データとともに GIS と

して運用できる情報システムを構成する｡公開の方法として 

1)一般の利用者むけには､インターネット・ブラウザから参照して利用者の興味･関心

に応じて地図の表示内容と地域を調整できる対話型の閲覧システムを提供する｡ 

2)研究者むけには､GIS ソフトウェアからインターネットを通じてデータを参照し利

用者の手元にあるデータとともに空間分析や集計処理が可能なイメージサービス

を提供する｡ 

の 2 通りの操作性を実現した｡ 

 

③ 調査結果 

WebGIS の基本ソフトウェアとして ESRI 社の ArcIMS バージョン 4.0.1 を使い､東京情

報大学に設置した仮サーバ上で試験運用を開始した｡ 

 

1)一般向け閲覧システム 

URL はhttp://clh.frontier.tuis.ac.jp/Website/etanzawa/index.html である｡ 

図5に､インターネット･ブラウザから参照するWebGISの画面の例を示す｡本閲覧シス

テムはArcIMSソフトウェア付属の｢HTMLビューア｣をもとに､HTMLと JavaScriptを用い

て表示状態を調整し､また独自機能を組み込んだものである｡ 
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図 5  WebGIS 画面の例 

 

レイヤ構成 

レイヤ構成と閲覧システムにおける表示設定の内容を表 4 に示す｡詳細なレイヤおよ

び文字ラベルを表示するレイヤは､画面が煩雑になるのを避けるために表示する縮尺範

囲を指定した｡植物調査のデータは試験運用のためのダミーデータ､3次メッシュポリゴ

ンは数値的に作成したデータである｡地名､河川湖沼､地勢図はいずれも試験運用のため

に国土地理院刊行の｢数値地図｣を加工して作成したが､公開時には県が保有するデータ

への差し替えを予定している｡表 5 には､各レイヤの属性フィールドについて一覧表示

の可否と別名の設定状態をまとめた｡元データの属性フィールド名は英数字であるが､

利用者にはフィールドの別名が日本語で表示される｡ 

 

機能 

 閲覧システムに実装した機能は次のとおりである｡ 

 レイヤの選択表示 
 地図表示範囲の変更(拡大･縮小･移動･全体表示) 
 属性参照､属性検索 
 距離の計測 
 定型印刷 
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表 4  レイヤ構成と表示設定 

レイヤ表示 ラベル表示 

縮尺範囲 縮尺範囲 
Layer 

Index 
レイヤ名 

データ

ソース名
形式 元データ 初期

表示
min max 

フィールド 

min max 

0 植物調査 plant_xy9 ポイント 
植物調査.csv、 

植物標本.csv 
○ 制限なし －     

1 地名 chimei ポイント 
国土地理院 

数値地図 
○ 1/50,000 － NAMAE 制限なし 

2 河川湖沼 mizu_l ライン 
国土地理院 

数値地図 
○ 制限なし －     

3 
3 次 

メッシュ 
mesh3 ポリゴン －  制限なし －     

4 
モニタリン

グサイト 
sites ポリゴン 

西モニタリング 

サイト、 

東モニタリング 

サイト 

○ 制限なし －     

5 林班界 rinpankai ポリゴン 丹沢林班界  1/10,000 － RNPAN 制限なし 

6 
1/5,000 

地形図 
kihonzu ライン 

kiyokawa-cont 

¥CLINE 

hadamno-cont 

¥CLINE 

○ 1/10,000 － －     

7 
IKONOS

画像 
rect.tif 

TIFF 

画像 
8bit_comprgb.tif ○ 1/100,000 1/2,000       

8 
治山 

(流域) 
chisan ポリゴン 治山(流域)  制限なし 細地区名 1/20,000 － 

9 流域界 ryuikikai ポリゴン 丹沢流域界 ○ － 1/10,000 －     

10 字界 azakai ポリゴン 字界  制限なし －     

11 市町村 shicyo ポリゴン 市町村 ○ － 1/100,000 －     

12 地勢図 
topo_tky9.t

if 

TIFF 

画像 

国土地理院 

数値地図 
○ － 1/50,000       

 

表 5  フィールドの設定 

レイヤ名 レイヤ名 

フィールド名 リスト表示 別名 フィールド名 リスト表示 別名 

植物調査 LATITUDE ○   

GROUP_ID ○ グループ ID LONGITUDE ○  

USER_ID ○   MEMO ○  

PLANT_INVE ○   VIEW ○   

INVESTIGAT ○ 調査名 ENVIRONMEN ○   

COLLECTOR ○   ENVIRONM_1 ○   

WEATHER ○   COLLECT_ME ○   

COLLECT_DAT ○   ENTRYTIME ○   

PLACE_NAME ○   UPDATETIME ○   

DIVISION ○   地名 
PREF_NAME ○   ID ○  

CITY_NAME ○   NAMAE ○ 地名 

ADDRESS ○   SYURUI ○ 種類 

PREF_CODE ○    
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表 5  フィールドの設定（13 ページより続き） 

レイヤ名 レイヤ名 

フィールド名 リスト表示 別名 フィールド名 リスト表示 別名 

河川湖沼 流域界 

ID   － 計画流域界 －   

SYURUI ○ － DAIRYUIKIN ○ 
シカ管理ユニット 

（大エリア） 

３次メッシュ     NO －   

M3_CODE ○ 3 次メッシュ番号 SHPFLD12 ○ 大分類流域 

モニタリングサイト     SHPFLD13 ○ 中流域 

SITE ○ 計画区 SHPFLD14 ○ 小流域 

林班界     SHPFLD15 ○ 計画区 

RNPAN －   SHPFLD16 ○ 細地区名 

COUNT －   SHPFLD17 ○ 面積(ha) 

1/5,000 地形図     SHPFLD18 －   

CLINE_ID －   SHPFLD19 －   

IKONOS 画像     字界 

治山(流域) SHIAZA ○ 住所 

ZONEALL ○ － FIRST_FKNN ○ 都道府県 

FIELD1 ○ 大分類流域 FIRST_FKNK ○ よみ 

FlELD2 ○ 中流域 FIRST_FKNC －   

FIELD3 ○ 小流域 FIRST_PREN ○ 郡・政令市 

FIELD4 ○ 計画区 FIRST_CTYN ○ 市町村名 

FIELD5 ○ 細地区名 FIRAT_OAZA ○ 町字名 

FIELD6 ○ 面積(ha) FIRAT_AZAN ○ 町目 

FIELD7 ○ 市町村 FIRAT_HYOJ ○ 住居表示 

FIELD8 ○ 文字コード AVE_COLOR －   

FIRLD9 ○ 保全計画 NO FIRST_SICH －   

FIELD10 ○ 水源エリア  市町村 

KEY －   

BNAME －   

CTNAME ○ 市町村名 

CTCODE －   

 

地勢図     
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2)研究者むけイメージサービス 

ESRI 社製 GIS ソフトウェア｢ArcGIS｣に読み込んで利用できるイメージサービスを構

成した｡図 6 に､イメージサービスを ArcGIS に読み込んで GIS の空間分析に使用してい

る画面の例を示す｡この例では､イメージサービスで公開されている植物調査地点から

150mのバッファ領域を作成し､手元のパソコンにある林道データ(ライン)とともに表示

している｡平成 16 年度は ArcGIS バージョン 8.3 を県立生命の星･地球博物館､厚木市郷

土資料館､相模原市立博物館の 3 館に導入した｡ArcGIS とインターネットに接続できる

環境があれば､これ以外の研究施設やボランティアグループの拠点からでも同様に利用

可能である｡ 

 

 

図 6  イメージサービスを利用した分析例 

 

④ 今後の課題 

平成 16 年度は試験運用のために､ごく限られた既存データのみを用いてサーバを立

ち上げた｡来年度以降は､現地調査の結果をデジタル化して収録し､その他の既存データ

とともに公開することと､調査者の先取権に配慮しつつ調査実施からデータ公開までを

短期間で実現する業務サイクルを確立することが課題である｡ 
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(２) 外部情報連携調査 
 

① 調査方法 

 

県内の博物館、資料館など、各博物館施設における生物系収蔵資料データについて、

関連機関で共有し、共通利用することを目標に、共有ツール開発、共有方法、利用ルー

ルなどの環境を整備するため、博物館施設の実務担当者である学芸員による協議、検討

会を実施し、具現化を図る。 

 

② 調査結果 

 

県内博物館施設における生物系資料管理は、2004 時点で博物館施設、または、分類

群等によって取り組みに差があるものの、何らかのデジタル化がなされ、データベース

として管理されている。このデータベースは、各館によって独自性が認められ、使用す

るデータベースソフト、入力項目などのファイル設計が異なっている。 

 

一方で多くの館に共通する事項としては、維管束植物資料のデジタル管理が進んでい

ることが挙げられよう。これは、植物研究者、アマチュア、愛好家、博物館施設によっ

て組織された神奈川県植物誌調査会（事務局は神奈川県生命の星地球博物館）による「神

奈川県フロラ調査」の一環として標本管理が確立されてきたという経緯がある。維管束

植物資料における各館の連携、データ共有は歴史があり、神奈川県植物誌調査会との協

働によって、1988 年と 2001 年に神奈川県植物誌という県フロラの集大成として実を結

んでいる。 

 
図 7  管束植物資料に見る神奈川県植物誌調査会と各館の連携 

 

その連携の模式を図 7に示した。簡略に共有化の仕組みを説明すると、神奈川県植物
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誌調査会員はフィールドワークの成果である標本や野帳データを地域の拠点館に提出、

拠点館単位で標本を収蔵、台帳による管理を行う。拠点館に蓄積されたデータは、様々

な形式のファイルで県立博物館に提出され、県全体のデータとして集約、編集作業など

によって神奈川県植物誌が作成されるというものである。なお、データを集約するとい

うベクトルだけでなく、拠点館から会員へ情報提供や同定会、勉強会の開催、地域植物

誌の刊行など、また、県立博物館と拠点館とは集約された情報の共有化、消耗品援助や

同定会への講師派遣など、会全体としては連絡誌「フロラ神奈川」の定期刊行など、互

いに支え合う構造となっている。 

 

以上の現状をふまえ、本調査では、神奈川県植物誌調査会、各博物館施設の連携を参

考とし、問題点や課題を抽出し、連携へ向けた環境整備を論議することとした。 

まず、各施設の連携を模索するにあたり、既存データベース資産をすべて移行するこ

とは、各館の独自性を損ない、現実として不可能であるとの見解で一致した。したがっ

て、必要なデータを抽出するツールによる共有化が最良との結論に至った。 

 

一方、今後入力する資料、データについては、入出力フォームに関する項目や表現を

統一することにより、データの集約が容易になるのではないかとの観点から、共有化の

第一歩は「新規に加わる収蔵資料」より踏み出すこととし、本年度の活動の目標として

入力支援ソフトの構築と試行という点でグループの一致を見た。 

 

この入力支援ソフトの構築にあたっては、ア 各館の入出力部分を補完するもので、

最終的な資料管理は既存データベースを継承するものであること イ 各館ボランティ

アスタッフによる標本管理・フィールドワークを支援するものであること を考慮して

必要事項を集約、ソフト構築の委託先であるバードリサーチと技術的な側面での協議、

擦り合わせを行い、維管束植物の入力支援ソフトである｢植物フィールドノート ver.1｣

（添付資料：マニュアルを参照のこと）を構築した。 

 

構築したソフトは、丹沢大山学術調査生き物再生チームの維管束植物担当者に提示し、

意見を求めるとともに、アドバイザーやチーム員による試行を行い、使い勝手の微調整

を実施、今年度最終版の完成を目指している。 

 

③ 今後の課題 

 

次年度以降、「植物フィールドノート」を実稼動しながら、入出力フォームの問題点、

とくに統一項目の妥当性について検証を行いながら調整をする予定である。 

また、加えて次の点においても検討し、具現化を図りたい。 

 

ア 昆虫類などの動物資料、キノコ類について、資料入出力フォームの検討、ソフト

構築。 

イ 情報の共有化に向け、各種機関や研究者など、共有グループ内におけるデータ管
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理方法や利用ルールの検討、外部への公開ルールの検討、実施。 

ウ 行政資料や研究データ、文献、資料などのデータが共通利用できる環境整備の内

容を検討、実施。 

 

 

(３) 基盤情報整備調査 
 

① 目的と目標 

 

情報整備調査チーム基盤情報整備グループの活動は、調査に必要な情報を統一フォー

マットに変換された GIS データとして提供するために、神奈川県関連部局、機関などが

所有する自然環境情報を収集･整備･新規作成してデータベース（e-TanzawaBase）化し、

自然環境情報ステーション e-Tanzawa に登録することを目的とする。ここでいう基盤情

報とは道路、河川、行政界などのいわゆる基盤情報のみならず、野生動植物の分布、資

源現況などの自然環境情報、土地利用などの地域社会情報など、自然環境を解析するう

えで必要な情報群を含む。 

 

② 調査方法 

 

自然環境情報データの媒体は GIS データのみならず、テキストデータ、印刷物ベース

の地図、空中写真、衛星画像などを収集した。e-TanzawaBase では最終統一フォーマッ

トは、GIS データについては一般に広く使われている GIS ソフト ESRI 社 ArcGIS 準拠の

シェープファイル形式とした。また、衛星画像･空中写真については GeoTIFF 形式とし

た。GeoTIFF 形式の画像ファイルは画像ファイルに付属した地理情報ファイルを必要と

することなく、画像ファイル自身に地理情報が書き込まれているために、GIS ソフトの

制限がない点で汎用性がある。それぞれに与える座標系形式は緯度と経度で表現される

地理座標系ではなく、東西-南北軸に沿った距離を正確に表す投影座標系とした。投影

座標系には日本直角平面座標系第 9 系を使用した。測地系は平成 14 年 4 月に施行され

た測量法および水路業務法の一部を改正する法律（平成 13 年法律第 53 号）に従い

JGD2000 とした。 

 

最後に、いずれもそれぞれのファイルに、データについて説明する情報であるメタデ

ータを付与した。メタデータの形式は現在 ISO（ International  Standards  

Organization：国際標準化機構）により、内容の統一された標準規格が制定されようと

している。そこで、e-TanzawaBase では ISO 準拠の日本語規格に沿った形式でメタデー

タの作成を行なった。なお、要約にはファイル名、作成年、範囲、座標系、フィーチャ

の種類、説明をわかる範囲で記入した。 

 

③ 調査結果 
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メタデータ付与までのデータ加工作業内容は、収集されたデータの種類が GIS データ、

印刷物ベースの地図、衛星画像･空中写真のいずれかによって工程が異なる。作業の流

れを図 8に示した。 

 

1) GIS データの加工作業工程 

座標ファイル（prj ファイル）が GIS データに添付されているか確認した。添付され

ていない場合は ESRI 社 ArcToolbox を使用して、座標系と測地系の定義を行なう。元デ

ータの座標系が地理座標である場合は投影座標に変換した。次に、測地系が東京測地系

の場合は JGD2000 に変換した。基本的に、平成 14 年以前に作成された GIS データは東

京測地系で作成されている。なお、ラスタデータの中にはデータの構造上、東京測地系

から JGD2000 に変換できないファイルもあった。 

 

2) 印刷物ベースの地図の加工作業工程 

この工程では、印刷物ベースの地図からポリゴンフィーチャを格納したシェープファ

イル作成を行なった。まず、地図をスキャニングした。鮮明な画像として保存するため

に、解像度は 400dpi に設定した。また、保存ファイル形式は画像のディテールを破棄

しない bmp 形式または TIFF 形式とした。上記の設定で RGB カラーでスキャニングを行

なうと、A1 サイズの地図でおおむね 350～750MB のファイルサイズになった。次に、統

一フォーマットに整えられた GIS データを基に、山頂などのポイントに GCP を与えてジ

オリファレンスを行なった。一連のジオリファレンス作業については「3) 衛星画像･

空中写真の加工作業工程」で詳細を説明する。最後に、ジオリファレンスを終えたファ

イルを参照レイヤとして、境界線上をトレースし、ポリゴンフィーチャの作成ならびに

データベースへの入力を行なった。 

 

3）衛星画像･空中写真の加工作業工程 

この工程では、衛星画像および空中写真を GeoTIFF ファイル化した。神奈川県の森林

関係部局ならびに各機関では森林基本台帳やその他地図作成のために、多時期にわたる

オルソ（正射投影）化された印刷物ベースの空中写真を所有している。そこで、まず、

それらの写真を収集してスキャニングを行なった。スキャンの設定は上記のとおりとし

た。次に、空中写真の外枠に記載されている経緯線をもとに GCP（Ground  Control  

Point：地上基準点）を与えてジオリファレンスを行なった。ジオリファレンスをする

にあたっては、写真の歪みを幾何補正しなくてはならないが、画像上の位置から既存地

図上の位置に変換する式を求める幾何補正式はアフィン関数を採用し、縦横まっすぐに

ラスターの網目を切り直し、それぞれの網目の値を計算し直すリサンプリング内挿法に

は最近隣内挿法を採用した。最後に、印刷物ベースの空中写真から写真部分を切り出し

た。ジオリファレンス済み空中写真ならびに衛星画像は画像ファイルに付属した地理情

報ファイル（ワールドファイル）をもとにファイル変換を行い、GeoTIFF 化作業を行な

った。 

 

4) 神奈川県の自然環境情報データの収集結果 
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e-TanzawaBase では目的や項目に応じてフォルダが存在し、収集されたデータをそれ

ぞれ適したフォルダに格納した。e-TanzawaBase のフォルダ構成を図 9に示した。最上

位のフォルダは基盤情報 GIS データ、衛星画像・航空写真、プロジェクトの 3つの区分

で構成した。 

 

基盤情報 GIS データはさらに利用データと基盤データに区分した。基盤データフォル

ダには衛星画像やそれぞれのプロジェクト固有のデータを除くすべての GIS データを

格納し、データの使用制限などが重要な問題となってくるので出典ごとに整理した。利

用データフォルダはあまり GIS に詳しくないユーザーがとりあえず利用できるデータ

を表示したい時のためのフォルダとして、利用頻度の高いデータを範囲（丹沢・神奈川）

ごとに選択・作成して、種類ごとに整理した。 

 

衛星画像・航空写真はデータの容量が大きいため、基盤情報 GIS データとは別フォル

ダで整理した。衛星画像は衛星ごと、航空写真は年代ごとに整理した。プロジェクトフ

ォルダは、各プロジェクトのオリジナルデータ保存とプロジェクト作業の際に利用する

フォルダとした。各プロジェクトのデータはルートに作成し、基盤情報 GIS データを使

用する際にはこちらにコピーしてから作業を行なうこととした。 

 

空中写真を含む自然環境情報データは、のべ 83.08GB、フォルダ数 6,129、ファイル

数 645,686 になった。加工済みの GIS データリストを付表-2 に、収集した空中写真の

リストを付表-3 に示す。加工済み GIS データのフォルダ数は 110、スキャン済み空中写

真の枚数は 114 である。空中写真は他にジオリファレンス済みが 3769 枚あり、今年度

撮影した東モニタリングサイトの 40 枚分も追加される予定である。空中写真は本庁林

務課、津久井行政センター、足柄上行政センターをはじめとする関係部局･機関から、

清川村付近ならびに秦野市付近を中心に、1978 年から 2004 年までの画像を入手した。 

 

衛星画像については高分解能衛星 IKONOS 画像を入手済みである。IKONOS 画像は 1m

解像度の RGB と近赤外画像で構成される。範囲は東西モニタリングサイトを含む 2シー

ンであった。画像撮影時期は 2001 年 7 月ならびに 2002 年 7 月であった。ただし、丹沢

山地に重ねると西側の国有林付近部分が欠けていた。 

④ 今後の課題 

 

自然環境情報データの収集･整備作業は現在も進行中であるが、今後は収集作業では

丹沢大山総合調査の各チームの調査結果の GIS データ化の作業が増すと考えられる。整

備作業では必要優先順位の高い基盤情報から整備を続行していかねばならない。GIS デ

ータにはファイルの内容説明が困難な出典不明のデータが多数存在するので出典確認

が急がれる。また、データの公開に当たっては、著作権のクリア、RDB 種の位置情報な

ど公開の制限に留意する必要がある。 
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図 8 作業の流れ 
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(４) 丹沢大山保全対策 DB 構築調査  
 

① 目的と目標  

 

丹沢大山保全対策事業に関する基本文献､行政関係書類､事業資料をリスト化し､重要

資料に関しては全文参照(PDF ファイルなど)できる､デジタルアーカイブを作り､

e-TanzawaWeb 丹沢大山保全事業資料室(DB)として組み込むこと｡ 

 

② 調査方法 

 

基本文献デジタル化：学術調査報告書､自然環境総合調査ほか基本報告書､基本文献に

加えて丹沢に関する重要性､希少性の高い報告書､資料､地図､について関係者･機関など

にヒアリングして文献リストを作成後､各種資料を収集しデジタル化する｡平成 16 年度

は資料の収集､優先度の高い資料の PDF 化を実施し､e-Tanzawa サポート内の資料室に掲

載した｡ 

公開調整：一般公開を前提とした著作権や利用ルールなどの調整を行う｡なお、平成

16 年度は総合調査資料として調査団内部に限定して公開する｡ 

 

③ 調査結果 

 

保全センターにおいて外部公開している資料類を中心に資料を収集し､随時デジタル

化を行い e-Tanzawa サポート資料室に登録した｡検索システムは､資料名をキーとするほ

か､PDF 化した資料は全文テキスト検索機能を加える｡ 

 

保全対策事業関係情報の GIS 化は、ニホンジカ保護管理事業、植生回復事業にかかる植生

保護柵の位置図、県有林施業図などについて、事業担当課に協力を仰いで整備を行った。 

 

表 6   H16 年度登録状況 

区分 電子化 資料室Up DB登録 備考 

県庁資料 － － － 県庁オンライン資料室から検索･閲覧可能｡ 

自然環境保全センター資料 25 25 25 自然保護センター報告などを登録 

公表説明資料 7 保CHP 0 ファイルダウンロードと整理 

研究部研究報告 60 保CHP 10 ファイルダウンロードと整理 

文献資料･報告書 93 済み 0 e-Tannzawaサポート資料室で内部公開 

図面類 38 未 0 一部アトラスTannzawaで公開予定 

パンフレット類 0 未 0 パンフレットの収集必要 

 

④ 課題 

 

現在は､登録資料を暫定的に分類して掲載しているので､その再分類と検索用キーの付

加が必要である｡また､行政･事業関係の資料の収集が進んでいないので収集方針などを
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検討後､収集デジタル化作業を進めることが必要である｡また､写真･地図などの画像資料

の収集登録を進めるとともに､デジタル化された資料の維持管理､追加方法の検討が課題

である｡ 
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(５) 解析手法開発調査  
 

① 目的 

 

自然環境情報ステーション（e-Tanzawa）において収集された丹沢大山総合調査の結果

や GIS データなどの環境情報を用いて、将来の丹沢の保全・再生に向けたシナリオ作成

も含めた総合解析の手法を検討することを目的とした。 

 

② 調査方法 

 

平成 16 年度は、総合解析のおいて指標となる特定課題（ブナ衰退、シカ影響、オーバ

ーユース、森林・渓流環境、希少種、外来種）について、個々の現状を把握・整理し、

解析の方向性を検討し、使用するデータの整備と手法の文献収集を行った。 

丹沢大山関連の地図情報を収集し、必要に応じて座標変換、座標付加などを行い GIS デー

タベース e-TanzawaBase を構築した。 

 

③ 調査結果 

 

ブナ衰退 

過去の調査により、ブナの立ち枯れは大気汚染や土壌の乾燥化などが複合的に関係し

ていることが示唆されている。そのため、ブナの衰退の解析には、分布域やその変化の

モニタリングに加え、大気、土壌のデータ収集や解析やその背景にある土地利用の経年

的な変化も解析する必要性があると考えられた。情報整備調査チームでは、GIS データ

や衛星画像を利用した土地利用変化モデルや土壌水分の推定に必要なデータの整備と方

法について検討した。大気、土壌、水のデータ収集及び解析については水と土再生調査

チームが担当している。 

解析に必要な土地利用のデータとしては、国土数値情報からダウンロードしたデータ

をラスタデータに変換し、GIS データとして整備した。対象地域は神奈川県とその周辺

都道府県であり、時期は昭和 51 年、昭和 62 年、平成 3 年、平成 9 年である。また、土

地利用変化モデルとしてセルオートマトンやシステムダイナミクス、ニューラルネット

ワークなど手法の文献収集を行った。衛星画像については、Landsat-ETM+画像をMartland

大学からダウンロードし GeoTIFF 形式の画像として変換・整備した。これらの画像から

VSW 指数などの手法検討を来年度行う予定である。 

 

シカ影響 

神奈川県ニホンジカ保護管理事業による目的は、①生物多様性の保全、②農林業被害

の軽減、③地域個体群の維持とされている。このような目的に対処するために、シカの

生息地評価と農林業被害の発生要因の推定を行う必要性があると考えられた。 

シカに関するデータは、保護管理事業において GIS データ化されており、それらのデ
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ータを整理した。また、生息地評価の手法として、一般線形モデル（GLM）や一般加法モ

デル（GAM）、ニューラルネットワーク、生息地評価指数モデル（HSI）などの手法の文

献収集を行った。また、農林業被害の発生要因の推定に関する文献収集も行った。 

 

オーバーユース 

丹沢山地の利用は過剰傾向にあり、登山道の損傷やゴミの不法投棄、立ち入り禁止区

域への進入などが問題になっていると過去の調査で報告されている。そのため、このよ

うな問題が起きている地域の特定や状況の把握が必要である。 

登山や観光などの実態調査は地域再生調査チームが担当している。情報基盤整備調査

チームでは、登山道などのデータ整備を行っている。 

 

森林・渓流環境 

丹沢山地のみならず我が国における森林管理は、森林調査表（森林簿）をもとに実施

されてきた。主に人工林（スギ、ヒノキ植林）の持続的な利用を主目的に整備されてい

る森林簿では、広葉樹林、低山地（例えば里山林と総称される雑木林）などに関する情

報の整備は遅れていた。総合調査では、人工林以外の森林域に関する情報の収集に努め

ており、これら情報の整備が必要となる。現在は、環境省が整備を推進中の GIS 植生図

との連携を強化することにより、丹沢大山における様々な森林に関する情報を表示や解

析できるような新たな森林基盤図の作製を試みている。 

また、人工林の生産林としての機能も評価する必要がある。本グループでは、国内外

の森林ゾーニングの先行事例を参考に、今後の森林ゾーニングの試案を検討している。

特に三重県宮川村での生産林ゾーニングを参考事例とすることにより、GIS 解析を実施

する。今年度は、解析に必要である林道、傾斜、齢級構成などの情報蓄積を収集し、GIS

手法を検討した。GIS 解析では、林地の有する収容量と、施業履歴、それに伐採、運搬

などを考慮することが適切であると判断しており、これらの課題の検討を、今後は「地

域チーム」と連携しながら推進していく予定である。 

水と土チームが調査、実験、解析を進める事項に、今後に必要となるであろう情報、

資料の整備を実施した。また、渓流域におけるランドスケープレベルでの植生分布につ

いて GIS 上にて解析を実施した。渓流域に生息する両生類、魚類の一部に関しても分布

情報を整理した。 

 

希少種 

丹沢山地にはツキノワグマやクマタカをはじめとして多くの希少種の生息が過去の調

査から確認されている。しかし、現地調査では情報が制限され、特に希少種の情報は過

小評価されている可能性がある。そのため、現状のデータから種の生息地を予測するこ

とが必要となってくる。 

平成 16 年度はツキノワグマを対象とした。第 2回及び第 6回自然環境保全基礎調査の

データを GIS データ化した。また、生息地評価の手法として、一般線形モデル（GLM）や

一般加法モデル（GAM）、ニューラルネットワーク、HSI などの手法の文献収集を行った。

さらに、ハビタットモデルを作成後の応用方法（GAP 分析や HEP）などに関する資料も収
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集した。 

 

外来種 

過去の調査から丹沢山地の多くの地域に人為的な生物相の撹乱（外来種の進入）が確

認された。また、近年都市部からペットに由来するアライグマが分布を丹沢山地周辺に

拡大していることが明らかになってきている。そのため、外来種の分布情報の収集と影

響評価、分布の拡大予測などが必要である。 

平成 16 年度は、アライグマを対象として、分布データの収集及び GIS データ化を行っ

た。また、分布拡大モデルの手法に関する文献収集も行った。 

 

IKONOS による情報解析 

西丹沢と東丹沢の IKONOS データに対し、領域分割処理を行い、処理の際に設定するパ

ラメータを検討した。 

高空間分解能衛星データに対しては、従来のピクセルベースの分類には限界があり、

オブジェクトベースの分類手法が注目されている。オブジェクトベースの分類は、ある

程度のまとまりを持ったピクセルの集合体（オブジェクト）を分類の単位とし、スペク

トル情報、形状に関するパラメータを用い、セグメンテーションと呼ばれる作業により、

オブジェクトの生成を行う。オブジェクトベースの分類では、オブジェクト自身の形状

やテクスチャに関する指数、対象オブジェクトと隣接オブジェクトもしくは上位階層の

オブジェクトとの関係など、オブジェクトを特徴付ける定量的、定性的条件が豊富に存

在し、ピクセルベースの分類がピクセル単位のスペクトル情報だけしか考慮できないこ

とと比べると、大きく異なる。eCognition は、オブジェクトベースの分類を行う上で注

目されている。 

 

・使用データ：IKONOS デジタルオルソ・エキスパート画像 

データ諸元 

      空間分解能：1m 

      色    ：カラー（マルチスペクトル・パンシャープン） 

      位置精度 ：水平誤差 ±1.75m（1σ） 

      取得日  ：西丹沢（2001 年 7 月 1日），東丹沢（2002 年 7 月 20 日） 

使用ソフト：eCognition Ver.4.0.6 （DEFINIENS Imaging 社・ドイツ） 
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図 10  IKONOS 画像 西丹沢（2001 年 7 月 1 日）    東丹沢（2002 年 7 月 20 日） 
 
リモートセンシングデータによる植生解析を行う際、近赤外、中間赤外の波長領域の

データが有効である。そこで、セグメンテーション処理を行う際、近赤外の波長に、重

み付けを行った場合と、重み付けを行わなかった場合を比較した。近赤外の波長に重み

付けを行わずにセグメンテーション処理をしても、林相ごとの境界線は抽出されている。

しかし、近赤外の波長に重み付けを行うことによって、微細な林相の差異に基づく境界

線を抽出することができる。したがって、近赤外の波長に重み付けを行ったセグメンテ

ーション処理が有効であることが分かる 
 

 

 

 

 

 

 

図 11  近赤外バンドへの重み付けなし      図 12  近赤外バンドへの重み付けあり 
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図 13  eCognition 解析（大又沢付近）   図 14  eCognition 解析（堂平付近） 

 

④ 今後の課題 

 

今年度は各課題の現状の把握と解析の方向性や手法の検討を行ったが、具体的な解析

を行うためのデータの整備がまだ不十分であった。来年度はデータの整備と平行し、各

課題についての解析結果の作成、及び総合解析の方法を確立することが課題である。 
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３ 考察      

 

(１) 平成 16 年度の進捗について 
実施計画に掲げた調査項目は、ほとんど実施した。当初、情報整備に関する具体的開

発手順を示していなかったが、基本設計を年度当初に行い、これにそって段階的な開発

に努め、予想以上の進捗を得ることができた。 

個別調査の進捗についてはすでに述べたとおりであるが、全体的な成果としては以下

をあげることができる。 

① 「生き物」「水・土」、「地域」の各再生調査の初動と調査実施に必要なデジタルデー

タやコミュニケーションボードを提供する調査活動支援Webサイト「e-丹沢サポート」

の立ち上げ、運用 

② 基盤情報その他で収集・蓄積した地図情報をインターネットから提供する

e-TanzawaWeb のテスト運用の開始 

③ 植物調査など生き物調査における現地調査データを、地図情報とあわせてデータベー

ス登録するための支援ツールの開発と提供 

④ 特定課題検討や県民への情報提供に向け、県関係機関と連携した希少生物情報の収集

整理による Web 版かながわ RDB の作成 

⑤ 平成 16 年度情報整備調査の結果を活用した、前回総合調査の成果を地図としてとり

まとめ本総合調査の課題と進め方を解説するアトラス丹沢第 1集（概要版と Web 版）

の発行。 

 

 また、特定課題に関してこれらの成果を整理すると次表のようになり、H17 年に向けた

今回調査結果の情報登録と解析に向けた環境が整った。 

 

特定課題 ST 設計・整備 基盤情報整備 保全対策 DB 外部連携 手法解析

シカ影響 シカ保護管理 DB 

ブナ衰退 

既存データ登録植

生図、空中写真な

どブナ林地域基盤

情報整備 

オーバーユース 
登山道ほかGISデ

ータ整備 

森林・渓流環境 
森林 GIS 整備 

既存データ登録 

希少種 

外来種 

e-TanzawaSupport

開発・運用 

 

e-TanzawaWeb 試行

運用 

 

地図、写真（オル

ソ、衛星画像）、地

形など GIS データ

収集・整備 

 

既存データ登録野

帳入力支援システ

ム 

WEB 版 RDB 

野帳入力支援

システム 

 

既存手法整

理と解析に

必要な情報

の収集・整

理 

 

アトラス丹

沢第 1集作

成 
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なお、総合解析、政策検討に向け、情報整備チームでは、調査チーム（生き物、水・

土、地域の各チーム）に情報整備担当者をおいて連携をとりながら情報整備、解析を進

めることとした。 

 

 また、2005 年 3 月 30 日に、北海道大学で開催される日本森林科学会自由集会で、政

策検討 WG と連携してミニワークショップを開催し、森林関係の専門家と総合解析に向け

た外部とのディスカッションを行い、幅広く情報や知見の収集を進める。 

 

(２) 今後の課題について 
 

 平成 17 年度における情報整備チームのミッションは大きく３つあり、それぞれ対応す

る課題がある。 

 

 まず、自然環境情報ステーションに総合解析、政策提言に必要な情報を登録し、活用

できるようにすることである。当面は、あらかじめ示された特定課題とその解決シナリ

オに沿って必要な情報を収集するとともに、関係する調査で得られたデータを地図情報

として蓄積する必要がある。とくに各種調査から得られた生の情報に地図情報を付加す

るためのツールの提供や、座標情報の付加作業などを行って、GIS 解析に適するよう加

工し、情報共有して、多様なユーザーが多角的、多面的に解析できるように、情報の標

準化やカタログ化をさらに進めていくことが課題である。ここでは、現在の問題発生地

点やこれまでの取り組みを地図情報として整理することも重要な課題である。したがっ

て、早い段階に集中的な情報整備を進めるとともに、今回調査によるデータを情報チー

ムに集めて共有化する情報環境や仕組みづくりが当面の課題となる。 

 

 次に、総合調査で得られたデータを、蓄積してきた情報とも重ね合わせて多面的・多

角的に解析し、政策検討を支援することも重要な任務である。ここでは、ふさわしい解

析手法をあらかじめ検討し、求められる解析に短期間で応えていく必要がある。また、

データ利用や結果の公開に関するルール作りも必要となってくるので、事例収集と検討

が課題となる。 

 

 最後は、解析成果や政策作りの根拠を、地図としてわかりやすく視覚的に示すことで

ある。ここでは、多様なニーズが想定され、対応の早さが求められるので、解析作業を

担当する部門の強化が課題である。 
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４ まとめ  

 

 平成１６年度における情報整備調査は、これまで述べたとおり、調査立ち上げのため

の基本情報の整備と、平成 17 年度に向けた情報基盤、GIS データ収集、手法検討開発に

焦点をあて、その任務を十分に果たしてきた。 

 

 しかし、総合調査がめざす横断的、総合的な問題解決にむけた情報整備への期待は大

きく、まだ多くの課題を残しているのも現実である。限られた予算と資源を有効に活用

して、優先順位をつけながら情報整備に努めていく必要がある。また、情報整備も含め

てこれまで以上に他チームや外部機関との連携を深めていくことが肝要であろう。 

 

 情報整備というと、ともすればコンピュータに向かって現実とは乖離した作業が行わ

れているとイメージされがちだが、情報を使う目的や人との関係が極めて重要であり、

苦労して収集された科学的データが問題構造の把握や政策立案などに具体的に活用され

る助けにならなければ、その真価は理解されない。その意味で、魂の入った情報整備が

総合調査のポイントである。 

 

 また、情報や情報システムは短期間に鮮度が悪くなり陳腐化する。これは、情報機器

類の発達が早いことに加えて、生きている自然を相手にするのであるから当然の宿命で

ある。したがって、情報の活用を通じて情報がアップデートされ、システムが進化する

自然環境情報ステーションを作り上げていくことが大きなチャレンジとなる。 

 自然環境情報の共有を通じたパートナーシップ構築は、丹沢大山総合調査の重要なミ

ッションであり、e-Tanzawa を通じた県民向けの情報発信は、その中核となる。そこで

はインターネット、とくに Web-GIS の活用が想定されているが、多様な主体を想定した

操作性向上、改善に加えて、多様な媒体を用いた発信にも留意していく必要がある。 

 

 今後、これらを念頭に置きながら、計画に沿った着実な取り組みを進めるとともに、

調査内外での活発な議論を経ながら調査を進めていきたい。 
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６ 活動記録  

 

(１) 調査活動 
 

情報整備調査実施に必要な打ち合わせとして､全体会合 4 回､コアメンバー会合 2 回､

現地視察 1回､調査グループの業務打ち合わせを 20 回余り行った｡ 

 

基盤情報整備 

 GIS データへのメタデータ付与、測地系の統一を進めており、延べ作業人数は

100 人日である。その他、空中写真収集、紙地図の GIS データ化は 30 人日行っ

た。空中写真のスキャニングは外注し、ジオリファレンス作業を30人日行った。 

 

情報ステーション設計･整備調査グループ： 

 正味の作業時間として、e-TanzawaWeb クライアント・プログラムの設計およ

び製作に 2 週間、データ加工に 2 週間、サーバ機能の組み込みと調整に 1 週間

を要した。サーバとするコンピュータの設置とインターネットへの接続は東京

情報大学の既存設備を利用して仮設置できたため、設置調整に要する時間とコ

ストを大幅に節約することができた。 

 

外部情報連携調査グループ： 

 地域博物館との情報共有、既存資料や調査データの位置情報付データベース

化方策の進め方、具体的方策などについて 10 回以上の打ち合わせをもった。ま

た、検討結果を対象とした植物調査データのデータベース化支援ツールの開発、

一般向けの解説書を作成した。さらに、総合調査団生き物チーム関係者に対し

て研修会を実施し、データ登録にむけた環境整備を行った。これらの手順を踏

まえて、菌類など他の分類群のアプリ開発にも着手している。 

 

丹沢大山保全対策 DB 構築調査グループ： 

 文献類の電子化、地図その他の電子化作業を、適宜進めており、延べ作業人

数は 100 人日（地図など大型図版の電子化は外注）。その他、センター所蔵書類

の整理とリスト化を延べ 30 人日で行った。保全対策事業関連の GIS データに関

して所内および庁内に依頼して収集し、デジタル化、地図化を進めた（延べ 60

人日）。 

 

基盤情報整備調査グループ： 

 GIS データへのメタデータ付与、測地系の統一を進めており、延べ作業人数は

100 人日である。その他、空中写真収集、紙地図の GIS データ化は 30 人日行っ

た。空中写真のスキャニングは外注し、ジオリファレンス作業を30人日行った。 
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県民向け情報提供活用調査グループ： 

 県内の博物館、NGO 等と延べ 5日の打ち合せなどを実施した。特に、植物フィ

ールド入力システムの開発などを約 30 人日で実施した。 

 

解析手法開発調査グループ： 

 解析手法の開発のために、有識者からヒアリングを述べ10日実施した。また、

文献、事例の収集を 10 人日実施した。初期的な解析も実施し始め、20 人日で行

った。 

 

 

(２) 総合調査推進全体調整会議への出席 
 

原リーダーほかが実行委員会と調査企画部会にそれぞれ 4 回出席し､調査実施計画､調

査進捗状況､平成 16 年度成果などについて報告した｡ 

 

(３) 活動状況および成果発表など 
 

調査団主催の丹沢保全再生セミナーの第 2回と第 5回で､調査活動について紹介した｡ 

 

また､調査概要について､第17BioGIS研究会､平成16年度自然環境保全基礎調査第1回

GIS 検討部会､第 25 回 ACRS 等の外部会議の機会を捉えて外部に紹介した｡ 
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      表 7  会議･打ち合わせの実施状況 

 

 

  活動種別  年月日(場所) 

全体会合 
2004/4/6(神奈川県東京事務所)､2004/7/1(自環保 C)､

2004/12/10(自然環境研究 C)､2004/2/ 

コアメンバー会合 2004/11/2(新宿区)､2004/11/22(自然環境研究C) 

現地視察 2004/7/2(清川村丹沢県有林 札掛､堂平ブナ林) 

情報 STN 設計整備調査 

2004/5/24(神奈川県東京事務所)､2004/6/7(東京情報大学)､

2004/8/23(同)､2004/10/14(東京丸の内)､2004/10/22(神奈川

県高相合同庁舎会議室) ､ 2004/10/4(東京情報大学) ､

2004/10/12(同) 

外部情報連携調査 

2004/5/27(相模原市立博物館)､2004/6/1(新宿区)､

2004/6/14(厚木郷土資料館)､2004/10/20(神奈川県立生命の

星･地球博物館)､2004/12/21(プロミティ厚木)､2004/12/24(平

塚市博物館)､2005/1/10(横浜市開港記念会館)､2005/1/17(

バードリサーチ事務所) 

基盤情報整備調査 
2004/4/23(エンヴィジョン事務所)､2004/9/9-10(酪農学園大

ほか)､2005/1/22-23(エンヴィジョン事務所) 

調
査
グ
ル
ー
プ
打
ち
合
わ
せ 

解析手法開発調査 
2004/7/21(2004/8/17(自然環境研究C)､2004/10/7(東京情報

大学)､2004/11/10(日大)､2004/11/19(横浜市内) 

企画調査部会 
2004/5/18(神奈川県東京事務所)2004/7/4(神奈川県庁)､

2004/10/22(神奈川県高相合同庁舎)､2004/2/27 

実行委員会 
2004/3/28(神奈川県庁)､2004/7/4(神奈川県庁)､

2004/10/30(横浜市中区)､2004/3/27 

総合

調査

関係

会議 
保全･再生セミナー 2004/9/17､2004/12/17(県民活動サポートセンター) 

第 17BioGIS 研究会 2004/12/4(東大農学部) 

平成 16 年度自然環境保全

基礎調査第1回GIS検討部

会 

2004/11/2(アジア航測本社) 

外部  

会議

等 

第 25 回 ACRS 2004/11/22-26(タイ) 
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７ 資料編 

 

(１) e-TanzawaSupport(丹沢大山総合調査団内部向け調査支援 Web)の概要  
 

丹沢大山総合調査の円滑な初動支援を目的として大山総合調査団内部向け調査支援

Web( e-TanzawSupport Web)を平成 16 年 7 月に立ち上げ､10 月から運用を開始した｡ 

 

このWEBサイトは､農林水産情報システムWEBサーバ内のサブドメインにトップページ

を置き､ほとんどのデータをここに格納した｡ 

 

この WEB サイトには､①各種調査の基本と

なる調査対象 8 市町村をカバーする共通地図

(1:10,000)と最新の正射射影空中写真の閲覧

ページ､②調査団内および他地域の自然再生

プロジェクトとのコミュニケーションボード､

③基盤データ情報源情報ページ､④調査運営･

事務処理関連情報提供ページ､⑤調査に役立

つ資料室ページ､⑥調査活動に役立つアプリ

ケーションの提供ページおよび⑦サイトマッ

プの 7 つから構成されている(詳細は付表 1 

)｡ 

 

今後の計画は､本サイトの更新は資料室の提供情報の充実を図るほか､最終的には

e-TanzawaWeb へと統合していく｡ 
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(２) アトラス丹沢第 1集 
 

① 概要 

 

アトラス丹沢とは、丹沢大山総合調査で得られた結果を多くの方々にわかりやすく提

供し、丹沢についての情報を共有するため作成した地図帳である。 

 

アトラス丹沢第 1 集では、過去 2 回の調査で得られた結果と今年度整備した基盤情報

（GIS データ）を基に、丹沢山地の概要と現状などについて示している。来年度作成予

定である第 2 集では、今回の調査解析の結果から今後の丹沢山地の保全・再生について

示す。 

 

アトラス丹沢第１集は、「アトラス丹沢 WEB」としてホームページを作成し、インタ

ーネット上で公開する。また、概要をまとめた「アトラス丹沢第 1集」（パンフレット）

も作成・発行した。 

 

② 内容 

 

アトラス丹沢第１集は、概要、現状、問題、保全再生から構成されている（表 8）。

概要では、丹沢山地の首都圏における位置付けや現況、歴史などをまとめている。現状

では、丹沢山地の森林の役割や生息する様々な生き物、規制などを紹介している。問題

では、近年における丹沢山地周辺の開発や、ブナの衰退、シカの保護管理事業、オーバ

ーユースなどの問題について示している。保全・再生では、自然環境情報ステーション

（e-Tanzawa）の概要と今後の総合解析の方向性を示している。 

 

③ アトラス丹沢 WEB 

多くの方々に丹沢山地の情報を提供するために、これまでの調査や丹沢大山総合調査

により得られた結果を基に作成した地図とその解説のホームページを作成し、「アトラ

ス丹沢 WEB」としてインターネット上で公開している。また、コンテンツは新たな結果

が得られると共に随時更新していく予定である。 
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表 8 アトラス丹沢第 1集の構成（案） 

説明

概観 身近な大自然 首都圏でもっとも身近な自然
植生 丹沢の植生の特徴
気候 丹沢の気候帯の特徴
地形 丹沢の地形の特徴

歴史 関東大震災 関東大震災の被害
水土 水源地 水源地としての丹沢の役割

生物相 前回までの調査結果より得られた丹沢の生物相
クマ 孤立した個体群
アライグマ 拡大中の移入種
公園 丹沢大山国定公園、県立公園
所有者 森林の所有者
規制 土地利用規制

開発 土地利用変化 過去からの土地利用の変化
分布 ブナの分布
大気汚染 大気汚染の現状
分布 シカの分布

植生への影響 植生の変化
保護管理事業 神奈川県ニホンジカ保護管理事業

オーバーユース 登山、観光 登山や観光による影響
e-Tanzawa 概要 e-Tanzawaの環境
総合解析 方向性 総合解析のフロー

保全・再生

シカの保護管理

章

現況

生き物

地域

ブナの衰退

概要

現状　　

問題
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図 10  アトラス丹沢 WEB トップページ（暫定） 
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図 11 アトラス丹沢コンテンツ（暫定） 
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④ アトラス丹沢第 1集 

アトラス丹沢第１集は、「アトラス丹沢 WEB」のコンテンツを基に作成された概要版

であり、16 ページのパンフレットとして作成、発行した。内容として、アトラス丹沢と

共に、神奈川県において作成されている「神奈川県レッドデータブック」を紹介するコ

ラムなども含まれる。 

 

 
図 12 アトラス丹沢第 1集（パンフレット）の表紙イメージ 
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図 13 アトラス丹沢第 1集（パンフレット）の内容イメージ 
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図 14 アトラス丹沢第 1集（パンフレット）の内容イメージ 
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図 15 アトラス丹沢第 1集（パンフレット）のコラムイメージ 
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(３) ワークショップ・セミナー概要 
 

① 第 2回 丹沢大山保全･再生セミナー 

 

日時 平成 16 年 9 月 17 日(18:30~20:30) 

場所 神奈川県県民活動サポートセンター305 号会議室 

概要 

｢e-Tanzawa(丹沢大山自然環境情報ステーション)の整備と活用｣というタイトルで､チ

ーム事務局の山根正伸氏(自然環境保全センター主任研究員)､解析手法開発グループリ

ーダーの吉田剛司氏((財)自然環境研究センター研究員)､同じく調査員の神山和夫氏

(NPO 法人 バードリサーチ)が､情報整備チームの調査内容とその目的などについて報告

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植物調査用データベース 
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② 第 2回 丹沢大山保全･再生セミナー 

 

日時 平成 16 年 12 月 17 日(18:30~20:30) 

場所 神奈川県県民活動サポートセンターホール 

概要 

調査団関係者や丹沢に関心を寄せる県民の 105 名が参加した第 5 回セミナー後半に、

小池文人・チームサブリーダーと雨宮有グループリーダーから、それぞれ「市民による

環境保全活動と GIS の活用」、「GIS とはどんな技術か？  ‐基本知識とその利用につ

いて‐」という内容の発表を行った。 

 各発表の概要は以下のとおりです。 

 

■「 市民による環境保全活動と GIS の活用 」 小池文人 情報整備調査チームサブリ

ーダー／県民向け情報提供活用グループリーダー 

 

GIS（地理情報システム）はよく、環境評価マップをつ

くる際に使われます。環境評価マップをつくるには、まず

参加者みんなで話し合って、大事な場所やどんな自然を残

したいかということをリストアップします。そして、種の

出現頻度を調べて指標種を選び、野外調査を実施します。

その結果を持ち寄って、例えば近くの生涯学習センターな

どにあるパソコンにフリーの GIS ソフトを入れて、みんな

で解析をすると、植物のマッピング結果ができます。さら

に、その結果に種によるウエイトをつけて評価をつけると

ホットスポットなどがわかる地図ができます。また、昔の

地図にそれを重ねると、昔草原だった場所は今住宅地にな

ってしまっているとか、生態系として大事な湿地だ

という評価が出たところは、やはり明治時代から湿

地だった、というようなことがわったりします。重

要な湿地がわかったら、そこだけを大事にするので

はなくてその上流の集水域や田んぼも大事にする

必要があるのではないか、ここが住宅地になってし

まってはダメなのではないか、というようなことも

議論できます。 

 

また、アライグマの分布の拡大予測をするような場合も使えます。現在の状況から、

将来どう拡大していくかをシミュレーションすることができますし、対策を考える場合

にどの個体群から除去していくかということを検討することもできます。もっともコス

トがかからない方法や、何年くらいのスパンで対策を考えていくかということを検討す
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るときの材料にもなります。 

 

調査のステップには、調査の提案・企画、調査の手伝いや自分達の調査実行、結果の

解析、対策の立案ということがあります。よく市民参加で調査をしても、その結果を GIS

技術者が解析して環境評価マップをつくり、それを市民に戻すということがあります。

しかしそうではなくて、みんなで野外調査もやって、みんなで評価地図作りもする、自

分達の手でやるのがいいのではないかと思います。そのように誰でもみんなで GIS を使

って自由に解析できるようになれば良いとと思っています。 

 

■「GIS とはどんな技術か？  ‐基本知識とその利用について‐」 雨宮 有 情報整備

調査チーム 自然環境情報ステーション設計・整備グループリーダー （（有）GIS イン

スティチュート代表） 

 

GIS は、違う種類の情報をうまくまとめて地図などの

目に見える形にして、立場の違う人同士の理解を深めた

り、議論や試行錯誤をしていく場合にとても役に立ちま

す。具体的には、コンピュータの中に、私たちが理解し

たいと思っている場所の仮想世界を作ります。そしてそ

の世界を構成する要素（地形や道路、生きものの分布情

報など）を透明なシートの上に描き、それを重ねて全部

を通してみるとその世界がコンピュータの中に再現さ

れます。そして起こっていることを人間が理解している

範囲で数式で表して入れてみると、この世界で今何が起

こっているのか、これからどうなるのか、ある部分が変わったらどうなるのか、という

ことがわかってきます。 

 

GIS を使って何ができるのかということも大事ですが、これから知りたいことを理解

するための基本になるデー

タをどう集めてくるのか、

といったことにも注意を払

わなければなりません。そ

して、これから実行するこ

とが本当に正しいのかどう

かを検証するためには GIS

のデータをいつも新鮮な状

態に保てるような仕事の仕

組みを作っていかなければ

なりません。 

 

現在、インターネットを

e-Tanzawa Web の表示例 
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通して、丹沢地域で現状がどうなっているのか、調査がどういうふうに進んでいるのか

ということが誰でも見られる「e-TanzawaWeb」という環境を整えているところです。公

開されれば、インターネットに接続できる方であれば誰でも、このページをごらん頂く

ことができます。たとえばモニタリングサイトの地図が見たいとか、この川の流域の地

図を出したいというように、地図の表示している範囲や見ている人の関心の内容に地図

を切り替えて、情報を自分でどんどん取り出していくことができるように整理したいと

思っています。この中に、これから得られる調査結果がどんどん入っていきます。神奈

川県で過去何十年かの間に蓄積されてきた調査結果も、順次整備して追加していく予定

です。また、ボランティアの方が今まで蓄積されてきたようなデータをいただければ、

今この地域がどうなっているのかという現況とともに見ていくこともできます。公開さ

れたらぜひご覧いただいて、丹沢大山というところがどんなところかを知る手がかりに

していただきたいと思います。 
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③ 第 25 回アジアリモートセンシング会議(ACRS)でのポスター発表 

 

タイ王国チェンマイで2004年 11月 22～26

日に開催された第 25 回アジアリモートセン

シング会議(25thACRS)に参加し､｢Designing  

Integrated  GIS  For  Participatory  

Local  Ecosystem Management: A  Case  

Study  on  Tanzawa  Mountains, Kanagawa, 

Japan｣と題した丹沢大山総合調査とその情報

整備に関するポスター発表を､原 TL､山根､鎌

田が行った(注 1)｡ 

 

当会議には新リモートセンシング技術､GIS 活用など 6 つのセッションがあり､716 名(

日本からは113名)が参加した｡ 概要はhttp://acrs2004.gistda.or.th/ に公開されてい

る｡ 

 

注 1:本学会参加は､総合調査予算は一切用いておらず個人予算によるものである｡ 

 

(参考) 
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④ 第 17 回バイオリージョン GIS 研究会 

 

日時 2004 年 12 月 4 日 

場所 東京大学農学部 

概要 

情報整備チームから吉田､山根､笹川が｢HEP･GAP を用いた政策提言へのプロセス‐  丹

沢山域における水生生物保全へのシナリオを事例として‐ ｣と題して､HEP の自然再生で

の HEP の留意点､政策提言へ向けた解析プロセスならびに総合調査について報告を行な

った｡ 

 

バイオリージョン GIS 研究会は､GIS を利用して地域生命圏を解析するとともに､地域

生態系と生活環境の調和を目指した生活空間利用計画等について研究し､ならびに､学際

的なこの研究領域において､会員相互の情報交換と交流を深めることを活動の目的とし

ている｡ 

 

当日のその他の発表は､基調講演として武蔵野工業大学田中章氏より｢HEP の特徴と今

後の展開 ‐ どうして今､HEP なのか？‐ ｣､(社)日本環境アセスメント協会雨嶋克憲氏よ

り｢トウキョウサンショウウオのハビタット適性指数(HSI)モデル構築の取り組みと仮想

事業への適用について｣の報告が行なわれた(資料 1)｡ 

 

吉田､山根､笹川による発表の内容は､吉田から自然再生の HEP の留意点として､情報の

収集､種の選択､スケールについての考え方を報告した｡続いて､笹川から丹沢山域におけ

る水生生物保全へのシナリオを報告した｡報告の流れは､1.データ収集から政策提言への

プロセスの説明､2.神奈川県が所有している水生生物関係データならびに基盤データの

説明､3.特別鳥獣保護区と水生生物生息域の GAP の説明､4.所有データを用いた水生生物

分布モデルの例である｡最後に､山根から総合調査の説明を行なった｡資料 2 に発表資料

の抜粋を示す｡ 

 

総合討論では､会場の上杉環境省自然環境局生物多様性企画官から総合調査全体につ

いて､e-Tanzawa が解析ツールとしてだけでなく､幅広い住民参加のツールとして利用さ

れていくことも期待するとの趣旨のコメントがあった｡ 
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⑤ 環境拡大ＷＧ 

「先端技術を利用した自然環境モニタリングの検討」 

 

 原リーダーが参加し、丹沢大山総合調査の調査事例を紹介した。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

主 催：宇宙航空研究開発機構／(財)リモート･センシング技術センター 

衛星リモートセンシング推進委員会 環境 WG･林業 WG 

日 時：2005 年 1 月 28 日（金）13:00～17:30 

場 所：東京都中央区晴海 1-8-10 晴海アイランド トリトンスクエア オフィスタ

ワーX棟 23 階 

宇宙航空研究開発機構 地球観測利用推進ｾﾝﾀｰ(JAXA EORC) 会議室 

参集範囲：環境 WG 委員、林業 WG 委員 

(50 名程度) 環境省自然環境局生物多様性センター 

(財)自然環境研究センター、自治体自然環境研究機関 

自然環境･森林関連のコンサルタント技術者、JAXA 及び RESTEC 事務局 

趣旨： 
 環境分野での衛星利用は地球規模では既に不可欠なレベルにまで進んでいる。しかし、地域ごとの

テーマとなると、様々な研究や調査が行われているものの行政や研究者の見解もまちまちであり、ど

のような利用可能性があるかについては未知数といえる。環境WG では、このような背景から昨年度よ

り地域の森林や緑地などの自然環境モニタリングにテーマを絞り新たな GIS･リモセン技術の利用可
能性を検討してきた。今回の拡大WGは、具体的なユーザに当たる行政の方々、同種の技術ですでに
先行して事業を進めている林業部門の方を交えて意見交換をGIS行うことで、環境分野における衛星
利用技術やGISの役割についてさらに論議を深めたい。 
 
（プログラム） 
開 会         司会 赤松幸生 （国際航業(株)）     13:00～13:10 
あいさつ： 宇宙航空研究開発機構 
趣旨説明： 江田敏幸（(株)プラトー研究所・環境WG主査） 

 
セッション 1 GIS・リモセンの利用について         13:10～13:40 
 １）リモセン委員会と ALOS衛星データ利用事例の紹介 渡辺知弘(宇宙航空研究開発機構

) 
 ２）21世紀を支える電子国土について                小荒井衛(国土地理院) 
 
セッション 2 GIS・リモセンを利用した生物モニタリングの新たな技術動向 
座長 金子正美（酪農学園大学）                           13:40～15:15 
１）GIS・リモセン技術を利用した自然環境の分類基準の考え方 

松林健一（セントラル･コンピュータ･サービス(株)） 
２）風倒木のスペクトル特徴と台風 18号の北海道の森林への被害の評価 

布和敖斯尓(北海道環境科学研究センター) 
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３）首都圏の生物分布予測   
広永茂雄(アジア航測(株)) 青島正和(大成建設(株)) 

４）衛星を利用した樹木分類手法の検討 
河邑 眞(豊橋技術科学大学) 

５）湿地植生の分類と変化モニタリング手法の検討（サロベツでの試み） 
高田雅之(北海道環境科学研究センター) 

６）衛星を利用した都市の詳細緑被の変遷把握 
長澤良太(鳥取大学) 

７）霧ヶ峰の自然再生事業における衛星データ利用 
前河正昭(長野県環境保全研究所) 

８）丹沢地域の自然環境情報管理 
原 慶太郎(東京情報大学) 

 
休  憩                                  15:15～15:30 
 
セッション 3 森林分野での衛星利用   
座長 村上拓彦(九州大学大学院農学研究院)                  15:30～16:00 
１）林業分野での衛星データ利用と林業ＷＧ活動 
加藤正人(信州大学) 

２） 森林の管理と衛星モニタリング 
鷹尾 元(森林総合研究所 北海道支所) 

 
総合討論  自然環境分野への GIS・リモートセンシング技術の利用可能性       
                                                           16:00～17:20 
  司会：原 慶太郎(東京情報大学)・江田敏幸(プラトー研究所） 
  環境省･谷川 潔、徳島大学･鎌田麿人、兵庫県立大学･藤原道郎、環境･林業 WG 委員、
参加者他 
閉会挨拶  加藤正人(信州大学農学部 AFC・林業WG主査）  17:20～17:30 
事務局：(財)リモート・センシング技術センター 利用推進部促進課 蔭山・田口 
    TEL:03-5561-4547、FAX:03-5574-8515、E-mail:eeoc@restec.or.jp 
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資料 1 
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資料 2 

自然再生事業のHEPの留意点
ｰ 情報の収集 ｰ

モデルを作成するには既存の知見が不可欠

これまでの動植物の生息や分布に関する情報は
未だに少ない

ハビタットの選好性に関する研究は特に事例が少ない

→ 神奈川県（特に丹沢）は、国内では分布情報などが
最も収集されている自治体の一つ。

→ ただし整理がされていなかった。次元が異なる情報が
多数ある。

→ 情報ステーションの設立、GIS情報化などによって
整理を開始。

HEP・GAPを用いた政策提言への
プロセス

ー丹沢山域における水生生物保全への
シナリオを事例としてー

山根正伸･笹川裕史（神奈川県自然環境保全センター）
吉田剛司（財団法人 自然環境研究センター）

原 慶太郎（東京情報大学）

自然再生事業のHEPの留意点
ｰ 種の選択 ｰ

単一種のHISモデルを基本とした、HEPでは種の選択が重要

アメリカ
自然再生に利用されるHEPの多くは絶滅危惧種を
対象にしている.
絶滅危惧種.….

法律上で重要
ハビタットスペシャリストが多い

丹沢大山では

単一種をターゲットに絞るのは危険

予想外の再生？

A種の生息地再生は外来B種の分布拡大？

複数種（対象生態系が異なる種）での
CHUシナリオの作成？

生息地の保全のみ。個体数の変動が含まれない！

ＨＥＰ ＰＶＡ又は

生息地

個体数

多様性保全は？

シナリオ作成と解析が必要

ＨＥＰ ＧＡＰ

環境アセスメントでなく、自然再生では大中規模の地域が対象

保護区の指定と再生事業の決定のツールに！

政策提言へのプロセス

調査

解析

目標政策設定

保護区の修正 保護区の設定

GAP

HEP

治山施設設計の
ガイドライン

政策提言

HEP

・・・

・・・ ・・・

政
策
提
言
へ
の
プ
ロ
セ
ス

目
標
政
策
へ
の
シ
ナ
リ
オ
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所有データの種類

林相ポリゴン植生データ林相図

施設ポリライン土木データ治山施設

50mグリッド基盤データDEM

沢界ポリゴン基盤データ流域界

水系ポリゴン基盤データ水系

3次メッシュ文字ベース

（ポリゴン）

水生生物データ1980年代

両生類確認地点

エリア紙ベース

（ポリゴン）

水生生物データ1997年

両生類確認地点

ポイントポイント水生生物データ2000年

両生類確認地点

スケールGISフィーチャデータ区分データ

丹沢大山総合調査における
情報整備調査の概要

第１7回BioＧＩＳ研究会 2004/12/04

1. 既存資料と既往調査結果から、調査結果を生物保全政

策に結びつける上で予想される問題点を提起した。

2. 次に、今後、丹沢山地をめぐる各種の自然環境問題を

どのように調査研究し、ＧＩＳ情報とし集積し、政策

に結びつけていくのか、その取り組みを紹介する。

情報整備調査

• 役割
「生きもの」、「水と土」、「地域」各調査の情報を統合し

１）調査員にすみやかに提供する

２）県民に広く公開する

３）「政策検討」の総合解析を支援する

• ゴール
e-Tanzawa（丹沢情報ステーション）の構築
その活用による政策立案支援

• スケジュール
Support： 調査団内部支援
Base： データベース整備
Web： 公開

最終ステップ
システム統合、一般公開、情報共有

WebGIS ＝ 再生事業の推進

第２ステップ
データベース追加
統合GISツール 政策立案

開発手順

第１ステップ
コアツール
基本情報 調査支援非公開

公開

一般的専門的

まとめ

政策提言

•対象種の選択
•単一種でなく多様
性の保全

•GIS解析の
スケール設定

•基礎情報収集の
難しさ

ＤＢ構築

外部データベース

利用者 / 各種活動

情報共有ツール

情報入出力ツール

GIS
データベース
(e-Tanzawa Base)

データベース
管理ツール

空間表示・解析
ツール

今後の課題

• 解析手法の選択（総合政策への橋渡し）

指標化 視覚化 総合化 予測 etc.

・GISデータベース維持管理方策の検討

蓄積 共有化 アップデート

（モニタリングへ）

・システム利用の普及・啓発

だれでも 手軽に わかりやすく
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付表・付図 

付表－１ e-TanzawaSupport サイトマップ  

Top(http://web05.agri.pref.kanagawa.jp/sougou/e-tanzawa_Supt/Level%201/top.htm) 

¦ 

¦----地図･空中写真 

¦     +―認証画面--+----市町村選択----基本地図画像(1:5,000)Bitmap,Jpeg 

¦            +----簡易カラーオルソ(5m､1m､25cm 解像度) 

¦----会議室(BBS) 

¦     ¦+------------丹沢大山総合調査全体会議室(一般公開) 

¦     ¦+------------丹沢大山総合調査内部向け会議室 

¦        ¦+---チーム別会議室(情報整備調査､地域再生調査､水と土再生､生きもの再生) 

¦        ¦+--調査企画部会会議室 

¦        ¦+--実行委員会厚木事務局会議室 

¦        ¦+--政策検討WG会議室 

¦----リンク集-------地図/空中写真 

¦       ¦   ¦+国土情報ウェブマッピングシステム(試作版) 

¦       ¦   ¦+空中写真閲覧サービス(試験公開) 

¦       ¦   ¦+数値地図(空間データ基盤) 

¦       ¦   ¦+国土地理院地図閲覧サービス 

¦       ¦   ¦+地図図歴 

¦       ¦   ¦国土の情報 

¦       ¦+  気象観測データ 

¦       ¦   ¦+丹沢気象観測結果:丹沢山､檜洞丸､鍋割山､菰釣山､厚木市七沢等 

¦       ¦   ¦+気象庁観測地点気象観測データ---横浜､海老名､小田原､ 

¦       ¦   ¦   辻堂､三浦､(雨量のみ)丹沢胡､相模湖､平塚､相模原､箱根 

¦       ¦   ¦+リアルタイム川の防災情報 

¦       ¦   ¦+雪･風情報 

¦       ¦+  大気データ 

¦       ¦   ¦+ 環境省大気汚染物質広域監視システム 

¦       ¦   ¦+かながわの環境-大気常時監視測定結果 

¦       ¦   ¦+横浜国立大学環境科学研究センター 今日の大気汚染 

¦       ¦   ¦+川崎市 環境情報 大気汚染の状況と速報) 

¦       ¦+  生物データ-------生物多様性情報システム 

¦----要領･要綱類 

¦      実行委員会規約 

¦      調査企画部会運営要領 

¦      広報普及部会運営要領 

¦      調査団運営要領 

¦      調査団運営要領第 1号様式 

¦      調査団運営要領第 2･4 号様式 
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¦      調査団運営要領第 3号様式 

¦      調査団運営要領別表 1調査分野表 

¦      調査団運営要領別表 2調査団構成表 

¦      委託状 

¦      会計要領 

¦      伺表様式 

¦      収支決算報告書 

¦      出納簿 

¦      前渡金管理清算表 

¦      調停伺表 

¦----活動報告支援:活動報告支援アプリのダウンロード 

¦----事務手続き申請手続き&書類 

¦    ¦+ 事務申請手順 

¦    ¦+ 林道ゲート鍵の貸し出し 

¦    ¦+ 遵守事項 

¦    ¦+ 許認可申請書一式 

¦    ¦+ 国有林･県有林確認図面 

¦----資料室 

¦    ¦+ 生き物資料室 

¦    ¦+ 水と土資料室 

¦    ¦+ 地域再生資料室 

¦    ¦+ 情報整備資料室 

¦    ¦+ 基本資料室 (学術報告書 PDF版など､調査計画書など) 

¦    ¦+ 保全 DB 

¦----調査活動支援ソフト 

   ¦+ 標本データ管理支援アプリ 

   ¦+ フリーGIS ダウンロード 

   ¦+ PDA 野帳面端末ソフト for  Pocket  PC  2002 & 2003 

   ¦   測量野帳入力､林分毎木調査野帳入力､データ回収ツール(PDA→PC) 

   ¦+ ソフトリンクページ:LIAfor Win32 (LIA32):みんなで GIS Minna de GIS 
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付表－２ 基盤情報リスト 

Index フォルダ 下層フォルダ1 下層フォルダ2 下層フォルダ3 下層フォルダ4 下層フォルダ5 下層フォルダ6 下層フォルダ7
1 北海道地図（株）GISMAP
2 北海道地図（株）GISMAP 2500V
3 神奈川県地域環境マップ
4 神奈川県地域環境マップ root
5 神奈川県地域環境マップ data Layer
6 神奈川県地域環境マップ inst
7 神奈川県地域環境マップ はじめにお読みください
8 神奈川県地域環境マップ data RastData
9 環境省自然環境情報GIS arcview JGD2000変換
10 環境省自然環境情報GIS arcview JGD2000変換 座標変換
11 国土地理院数値地図 数値地図200000（地図画像）
12 国土地理院数値地図
13 国土地理院数値地図 数値地図200000（地図画像） DATA
14 国土地理院数値地図 数値地図200000（地図画像） DATA JGD2000変換ジオリファレンス
15 国土地理院数値地図 数値地図200000（地図画像） SHADE JGD2000変換ジオリファレンス
16 国土地理院数値地図 数値地図200000（地図画像） SHADE
17 北海道地図（株）GISMAP 2500V JGD2000変換
18 北海道地図（株）GISMAP spec
19 北海道地図（株）GISMAP Terrain 標高
20 北海道地図（株）GISMAP Terrain 標高 JGD2000変換
21 北海道地図（株）GISMAP Terrain 傾斜角度
22 北海道地図（株）GISMAP Terrain 傾斜角度 JGD2000変換
23 北海道地図（株）GISMAP Terrain 斜面方位
24 北海道地図（株）GISMAP Terrain 斜面方位 JGD2000変換
25 国土地理院数値地図 数値地図25000（地図画像）
26 国土地理院数値地図 数値地図25000（地図画像） 東京
27 国土地理院数値地図 数値地図25000（地図画像） 東京 DATA 5339 JGD2000変換ジオリファレンス
28 国土地理院数値地図 数値地図25000（地図画像） 東京 DATA
29 国土地理院数値地図 数値地図25000（地図画像） 横須賀_その他
30 国土地理院数値地図 数値地図25000（地図画像） 横須賀_その他 DATA
31 国土地理院数値地図 数値地図25000（地図画像） 横須賀_その他 DATA 5239 JGD2000変換ジオリファレンス
32 国土地理院数値地図 数値地図25000（地図画像） 横須賀_その他 DATA 5239
33 国土地理院数値地図 数値地図25000（地図画像） 東京 DATA 5339
34 国土地理院数値地図 数値地図2500（空間データ基盤）
35 国土地理院数値地図 数値地図2500（空間データ基盤） JGD2000変換
36 国土地理院数値地図 数値地図2500（空間データ基盤） 神奈川original
37 国土地理院数値地図 数値地図25000（行政界・海岸線）
38 国土地理院数値地図 数値地図25000（行政界・海岸線） JGD2000変換
39 国土地理院数値地図 数値地図25000（行政界・海岸線） JGD2000変換 座標変換
40 国土地理院数値地図 数値地図25000（行政界・海岸線） 全国orignal
41 ESRIジャパン（株）全国市町村界データ
42 ESRIジャパン（株）全国市町村界データ 座標変換
43 地域ユニット Elements
44 国土地理院数値地図 細密数値情報(10mメッシュ土地利用)
45 国土地理院数値地図 細密数値情報(10mメッシュ土地利用) JGD2000変換
46 国土地理院数値地図 数値地図25000（地図画像） 甲府 DATA 5338
47 国土地理院数値地図 数値地図25000（地図画像） 甲府 DATA
48 国土地理院数値地図 数値地図25000（地図画像） 甲府 DATA 5338 JGD2000変換ジオリファレンス
49 国土地理院数値地図 数値地図25000（地図画像） 静岡 DATA 5238
50 国土地理院数値地図 数値地図25000（地図画像） 静岡 DATA
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Index 加工済 版権クリア 版権情報 作業保留 備考1 備考2 備考3
1 FALSE FALSE 不明 FALSE GISMAPからフォルダ名変更
2 TRUE FALSE FALSE tokyo.prj（経緯度）と東京測地系9系を付与
3 FALSE FALSE FALSE 自然環境データからフォルダ名変更 shpファイルがないために作業保留 専用ビューアで閲覧
4 FALSE FALSE FALSE システムの機能説明書等が格納されています
5 FALSE FALSE FALSE   背景用ラスター地図以外の地図データが格納されてい ます
6 FALSE FALSE FALSE システムのインストーラが格納されています
7 FALSE FALSE FALSE 説明ファイルあり
8 FALSE FALSE FALSE 背景用ラスター地図が格納されています
9 TRUE FALSE FALSE arcviwのシェープをJGD2000（経緯度）に変換
10 TRUE FALSE FALSE JGD2000（経緯度）から投影座標JGD2000_9に変換 メタデータ付与
11 FALSE FALSE 不明 FALSE 200000 mapからフォルダ名変更
12 FALSE FALSE FALSE basemapからフォルダ名変更
13 FALSE FALSE FALSE 地図がtifで
14 TRUE FALSE FALSE 東京、横須賀、甲府、静岡についてJGD2000座標でジオリファレンス
15 TRUE FALSE FALSE 東京、横須賀、甲府、静岡についてJGD2000座標でジオリファレンス
16 FALSE FALSE FALSE 陰影図がjpgで
17 TRUE FALSE FALSE 2500VのシェープをJGD2000（経緯度と平面直交）に変換
18 FALSE FALSE FALSE 説明ファイルあり
19 TRUE FALSE FALSE tokyo.prj（経緯度）と東京測地系9系を付与 hyoukouを標高にフォルダ名変更
20 TRUE FALSE FALSE 標高のシェープをJGD2000（経緯度と平面直交）に変換 他地域データも含む
21 TRUE FALSE FALSE tokyo.prj（経緯度）と東京測地系9系を付与 syakakuを傾斜角度にフォルダ名変更 DEMフォルダのデータ移動
22 TRUE FALSE FALSE 傾斜角度のシェープをJGD2000（経緯度と平面直交）に変換
23 TRUE FALSE FALSE tokyo.prj（経緯度）と東京測地系9系を付与 syakouを斜面方位にフォルダ名変更 DEMフォルダのデータ移動
24 TRUE FALSE FALSE 傾斜方向のシェープをJGD2000（経緯度と平面直交）に変換
25 FALSE FALSE FALSE 新規の名前
26 FALSE FALSE FALSE 25000-yokohamaからフォルダ名変更
27 TRUE FALSE FALSE 神奈川県部分についてJGD2000座標でジオリファレンス
28 FALSE FALSE FALSE 管理ファイル等
29 FALSE FALSE FALSE 25000-yokosukaからフォルダ名変更
30 FALSE FALSE FALSE 5239以外は処理せず 管理ファイル等
31 TRUE FALSE FALSE 神奈川県部分についてshpをJGD2000座標でジオリファレンス
32 FALSE FALSE FALSE 地図がtifで
33 FALSE FALSE FALSE 地図がtifで
34 TRUE FALSE FALSE 新規の名前 神奈川全域データが東京測地系投影座標でshp化
35 TRUE FALSE FALSE 階層が上のフォルダをJGD2000に イメージは新測地系に変換できなかったのでない
36 FALSE FALSE FALSE 2500-mapからフォルダ名変更
37 TRUE FALSE FALSE 新規の名前 東京、横須賀、甲府、静岡区域がGCSTokyoで
38 TRUE FALSE FALSE 階層が上のフォルダをJGD2000に
39 TRUE FALSE FALSE 階層が上のフォルダを平面直交に
40 FALSE FALSE FALSE ctiyからフォルダ名変更
41 TRUE FALSE FALSE ctiy/Jpn/ctiy-shapeからフォルダ名変更 GCSJGD2000と定義
42 TRUE FALSE FALSE 直交に変換
43 TRUE FALSE FALSE 出典不明 国土地理院数値地図から移動 東京測地系9系を付与
44 TRUE FALSE FALSE 新規のフォルダ 神奈川全域データが東京測地系投影座標でshp化
45 TRUE FALSE FALSE 階層が上のフォルダを平面直交に
46 FALSE FALSE FALSE 地図がtifで
47 FALSE FALSE FALSE 5338以外は処理せず 管理ファイル等
48 TRUE FALSE FALSE 神奈川県部分についてshpをJGD2000座標でジオリファレンス
49 FALSE FALSE FALSE 地図がtifで
50 FALSE FALSE FALSE 5238以外は処理せず 管理ファイル等  
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Index フォルダ 下層フォルダ1 下層フォルダ2 下層フォルダ3 下層フォルダ4 下層フォルダ5 下層フォルダ6
51 国土地理院数値地図 数値地図25000（地図画像） 静岡 DATA 5238 JGD2000変換ジオリファレンス
52 国土地理院数値地図 数値地図50ｍメッシュ（標高） 日本Iiorignal
53 国土地理院数値地図 数値地図50ｍメッシュ（標高） JGD2000変換 座標変換
54 国土地理院数値地図 数値地図50ｍメッシュ（標高）
55 国土地理院数値地図 数値地図50ｍメッシュ（標高） JGD2000変換
56 北海道地図（株）GISMAP Terrain 標高 標高2-1
57 北海道地図（株）GISMAP Terrain 標高 標高2-2
58 北海道地図（株）GISMAP Terrain 標高 標高3
59 北海道地図（株）GISMAP Terrain 標高 標高4
60 北海道地図（株）GISMAP Terrain 傾斜角度 傾斜角度2-1
61 北海道地図（株）GISMAP Terrain 傾斜角度 傾斜角度2-2
62 北海道地図（株）GISMAP Terrain 傾斜角度 傾斜角度3
63 北海道地図（株）GISMAP Terrain 傾斜角度 傾斜角度4
64 北海道地図（株）GISMAP Terrain 斜面方位 斜面方位2-1
65 北海道地図（株）GISMAP Terrain 斜面方位 斜面方位2-2
66 北海道地図（株）GISMAP Terrain 斜面方位 斜面方位3
67 北海道地図（株）GISMAP Terrain 斜面方位 斜面方位4
68 地域ユニット
69 地域ユニット JGD2000変換
70 地域ユニット 標準地域メッシュ
71 地域ユニット 標準地域メッシュ DATA
72 地域ユニット 標準地域メッシュ DATA JGD2000変換
73 地域ユニット 標準地域メッシュ DATA JGD2000変換 座標変換
74 丹沢地形
75 地域ユニット Elements JGD2000変換
76 地域ユニット MoniteringSite
77 地域ユニット MoniteringSite JGD2000変換
78 森林資源 Suigenrin AVData Data Data422tukui Shapes JGD2000変換
79 森林資源 Suigenrin AVData Data Data211hadano Shapes JGD2000変換
80 森林資源 Suigenrin AVData Data Data212atugi Shapes JGD2000変換
81 森林資源 Suigenrin AVData Data Data214isehara Shapes JGD2000変換
82 森林資源 Suigenrin AVData Data Data363matuda Shapes JGD2000変換
83 森林資源 Suigenrin AVData Data Data364yamakita Shapes JGD2000変換
84 森林資源 Suigenrin AVData Data Data401aikawa Shapes JGD2000変換
85 森林資源 Suigenrin AVData Data Data402kiyokawa Shapes JGD2000変換
86 森林資源 Suigenrin AVData Data Data422tukui Shapes
87 森林資源 Suigenrin AVData Data Data211hadano Shapes
88 森林資源 Suigenrin AVData Data Data212atugi Shapes
89 森林資源 Suigenrin AVData Data Data214isehara Shapes
90 森林資源 Suigenrin AVData Data Data363matuda Shapes
91 森林資源 Suigenrin AVData Data Data364yamakita Shapes
92 森林資源 Suigenrin AVData Data Data401aikawa Shapes
93 森林資源 Suigenrin AVData Data Data402kiyokawa Shapes
94 森林資源 Suigenrin AVData PDM Shapes
95 森林資源 Suigenrin AVData PDM Shapes JGD2000変換
96 森林資源 Suigenrin AVData Data Data211hadano Shapes JGD2000変換
97 森林資源 Suigenrin AVData Data Data212atugi Shapes JGD2000変換
98 森林資源 Suigenrin AVData Data Data214isehara Shapes JGD2000変換
99 森林資源 Suigenrin AVData Data Data363matuda Shapes JGD2000変換
100 森林資源 Suigenrin AVData Data Data364yamakita Shapes JGD2000変換
101 森林資源 Suigenrin AVData Data Data401aikawa Shapes JGD2000変換
102 森林資源 Suigenrin AVData Data Data402kiyokawa Shapes JGD2000変換
103 森林資源 Suigenrin AVData Data Data422tukui Shapes JGD2000変換
104 森林資源 Suigenrin AVData PDM Shapes JGD2000変換 経緯度
105 環境省自然環境情報GIS
106 環境省自然環境情報GIS root
107 環境省自然環境情報GIS arcview
108 環境省自然環境情報GIS dlg
109 環境省自然環境情報GIS data  
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Index 加工済 版権クリア 版権情報 作業保留 備考1 備考2
51 TRUE FALSE FALSE 神奈川県部分についてshpをJGD2000座標でジオリファレンス
52 FALSE FALSE FALSE 50m-elvからフォルダ名変更
53 TRUE FALSE FALSE 階層が上のフォルダを平面直交に
54 TRUE FALSE FALSE 新規の名前 神奈川全域がGCSTokyoで
55 TRUE FALSE FALSE 階層が上のフォルダをJGD2000に
56 TRUE FALSE FALSE tokyo.prj（経緯度）と東京測地系9系を付与 DEMフォルダのデータ移動
57 TRUE FALSE FALSE tokyo.prj（経緯度）と東京測地系9系を付与 DEMフォルダのデータ移動
58 TRUE FALSE FALSE tokyo.prj（経緯度）と東京測地系9系を付与 DEMフォルダのデータ移動
59 TRUE FALSE FALSE tokyo.prj（経緯度）と東京測地系9系を付与 DEMフォルダのデータ移動
60 TRUE FALSE FALSE tokyo.prj（経緯度）と東京測地系9系を付与 DEMフォルダのデータ移動
61 TRUE FALSE FALSE tokyo.prj（経緯度）と東京測地系9系を付与 DEMフォルダのデータ移動
62 TRUE FALSE FALSE tokyo.prj（経緯度）と東京測地系9系を付与 DEMフォルダのデータ移動
63 TRUE FALSE FALSE tokyo.prj（経緯度）と東京測地系9系を付与 DEMフォルダのデータ移動
64 TRUE FALSE FALSE tokyo.prj（経緯度）と東京測地系9系を付与 DEMフォルダのデータ移動
65 TRUE FALSE FALSE tokyo.prj（経緯度）と東京測地系9系を付与 DEMフォルダのデータ移動
66 TRUE FALSE FALSE tokyo.prj（経緯度）と東京測地系9系を付与 DEMフォルダのデータ移動
67 TRUE FALSE FALSE tokyo.prj（経緯度）と東京測地系9系を付与 DEMフォルダのデータ移動
68 TRUE FALSE FALSE 東京測地系9系を付与
69 TRUE FALSE FALSE 階層が上のフォルダをJGD2000に
70 FALSE FALSE FALSE ArcView3.0用アプリケーションが入っている 標準メッシュからフォルダ名変更
71 TRUE FALSE FALSE tokyo.prj（経緯度）を付与と東京測地系9系を付与 index2500_kanagawaの内容を移動。フォルダは削除
72 TRUE FALSE FALSE 階層が上のフォルダをJGD2000に
73 TRUE FALSE FALSE JGD2000（経緯度）から投影座標JGD2000_9に変換 メタデータ付与
74 FALSE FALSE FALSE 地形/丹沢地形からフォルダ移動 地形フォルダは削除
75 TRUE FALSE FALSE 上位フォルダをJGD2000に変換
76 TRUE FALSE FALSE 新規作成 東京測地系9系を付与
77 TRUE FALSE FALSE 上位フォルダをJGD2000に変換
78 TRUE FALSE FALSE JGD2000に変換 メタデータ付与
79 TRUE FALSE FALSE JGD2000に変換 メタデータ付与
80 TRUE FALSE FALSE JGD2000に変換 メタデータ付与
81 TRUE FALSE FALSE JGD2000に変換 メタデータ付与
82 TRUE FALSE FALSE JGD2000に変換 メタデータ付与
83 TRUE FALSE FALSE JGD2000に変換 メタデータ付与
84 TRUE FALSE FALSE JGD2000に変換 メタデータ付与
85 TRUE FALSE FALSE JGD2000に変換 メタデータ付与
86 TRUE FALSE FALSE 東京測地系9系を付与
87 TRUE FALSE FALSE 東京測地系9系を付与
88 TRUE FALSE FALSE 東京測地系9系を付与
89 TRUE FALSE FALSE 東京測地系9系を付与
90 TRUE FALSE FALSE 東京測地系9系を付与
91 TRUE FALSE FALSE 東京測地系9系を付与
92 TRUE FALSE FALSE 東京測地系9系を付与
93 TRUE FALSE FALSE 東京測地系9系を付与
94 TRUE FALSE FALSE 東京測地系9系を付与
95 FALSE FALSE FALSE JGD2000に変換 メタデータ付与
96 TRUE FALSE FALSE JGD2000.prj（経緯度）を変換 メタデータ付与
97 TRUE FALSE FALSE JGD2000.prj（経緯度）を変換 メタデータ付与
98 TRUE FALSE FALSE JGD2000.prj（経緯度）を変換 メタデータ付与
99 TRUE FALSE FALSE JGD2000.prj（経緯度）を変換 メタデータ付与
100 TRUE FALSE FALSE JGD2000.prj（経緯度）を変換 メタデータ付与
101 TRUE FALSE FALSE JGD2000.prj（経緯度）を変換 メタデータ付与
102 TRUE FALSE FALSE JGD2000.prj（経緯度）を変換 メタデータ付与
103 TRUE FALSE FALSE JGD2000.prj（経緯度）を変換 メタデータ付与
104 FALSE FALSE FALSE JGD2000.prj（経緯度）を変換 メタデータ付与
105 FALSE FALSE root/readme.txt FALSE K-Natureからフォルダ名変更
106 FALSE FALSE FALSE 説明ファイルあり
107 TRUE FALSE FALSE tokyo.prj（経緯度）を付与
108 FALSE FALSE FALSE ｄｌｇフォーマット
109 FALSE FALSE FALSE 専用ビューアー用  
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付表－３ 空中写真リスト 
Ortho_inde GeoTif化 メタデータ オルソ番号（マイナス前） オルソ番号（マイナス後） 市町村_index 基本図図郭1 基本図図郭2 基本図図郭3 基本図図郭4 市町村_index2 基本図図郭2-1 基本図図郭2-2
71 FALSE FALSE C1 5 212 1 3
72 FALSE FALSE C1 7 212 2 4
73 FALSE FALSE C2A 2 212 3 6
74 FALSE FALSE C2A 4 212 3 6
75 FALSE FALSE C2A 6 212 4 7
76 TRUE FALSE C3 4 212 5 214 1
77 FALSE FALSE C3A 1 212 5 214 1
78 FALSE FALSE C3A 3 212 6 8 214 2
79 FALSE FALSE C3A 4 212 6 7 8 9
80 FALSE FALSE C3A 5 212 7 9
81 TRUE FALSE C4 5 214 1 3
82 TRUE FALSE C4 6 214 1 3
83 FALSE FALSE C4 7 214 1 3
84 FALSE FALSE C4 8 214 1 2 3 4
85 FALSE FALSE C4 9 214 2 4 212 8
86 FALSE FALSE C4 10 214 2 4 212 8
87 FALSE FALSE C4 11 214 2 4 212 8
88 FALSE FALSE C4 12 214 2 4 5 212 8 9
89 FALSE FALSE C4 13 212 9 10 214 5
90 TRUE FALSE 58 7 364 4
91 TRUE FALSE 23 1 402 5
92 TRUE FALSE 23 2 402 2 5
93 TRUE FALSE 23 3 402 2 5
94 FALSE FALSE 23 4 402 2 3 5 6
95 FALSE FALSE 23 5 402 3 6
96 FALSE FALSE 23 6 402 3 6
97 FALSE FALSE 23 6 402 3 6
98 FALSE FALSE 23 7 402 3 6
99 FALSE FALSE 23 8 402 3 4 6 7
100 FALSE FALSE 23 9 402 4 7
101 TRUE FALSE 23 10 402 5 8
102 TRUE FALSE 23 11 402 5 8
103 TRUE FALSE 23 12 402 5 8
104 TRUE FALSE 23 13 402 5 6 8 9
105 FALSE FALSE 23 14 402 6 9
106 FALSE FALSE 23 15 402 6 9
107 FALSE FALSE 23 16 402 6 9
108 FALSE FALSE 23 17 402 6 7 9 10
109 TRUE FALSE 23 19 402 8
110 TRUE FALSE 23 20 402 8
111 TRUE FALSE 23 21 402 8 9
112 TRUE FALSE 23 22 402 9
113 TRUE FALSE 23 23 402 9
1 TRUE FALSE 20 16 211 2
2 TRUE FALSE 20 17 211 2
3 TRUE FALSE 20 18 211 2
4 TRUE FALSE 20 19 211 2
5 TRUE FALSE 20 20 211 2 3
6 TRUE FALSE 24 1 402 2 5
7 FALSE FALSE 24 2 402 2 5
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Ortho_inde撮影コース_index 撮影ポイント1 撮影ポイント2 撮影コース_index2 撮影ポイント2-1 撮影ポイント2-2 撮影年 撮影月 オルソ作成年度 計画機関 作業機関 更新日時
71 15 3 4 57 11 57 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
72 15 5 6 57 11 57 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
73 16 1 2 17 3 4 57 11 57 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/15
74 16 3 4 17 5 6 57 11 57 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/15
75 17 7 57 11 57 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/15
76 18 4 5 57 11 57 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/15
77 15 2 18 6 7 57 11 57 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/15
78 15 3 4 18 9 10 57 11 57 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/15
79 15 4 5 18 10 11 57 11 57 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/15
80 15 5 18 12 13 57 11 57 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/15
81 19 4 20 4 57 11 57 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/15
82 16 1 20 4 57 11 57 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/15
83 16 1 2 20 4 5 57 11 57 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/15
84 16 2 20 5 6 57 11 57 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/15
85 16 2 3 20 6 57 11 57 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/15
86 16 3 4 20 6 57 11 57 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/24
87 16 4 57 11 57 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/24
88 16 4 5 57 11 57 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/24
89 16 5 57 11 57 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/24
90 21 9 58 11 59 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/24
91 22 12 13 63 5 63 神奈川県 （株）協同測量社 2004/12/24
92 22 13 14 63 5 63 神奈川県 （株）協同測量社 2004/12/24
93 22 14 15 63 5 63 神奈川県 （株）協同測量社 2004/12/24
94 22 14 15 63 5 63 神奈川県 （株）協同測量社 2004/12/24
95 22 15 16 63 5 63 神奈川県 （株）協同測量社 2004/12/24
96 22 16 17 63 5 63 神奈川県 （株）協同測量社 2004/12/24
97 22 16 17 63 5 63 神奈川県 （株）協同測量社 2004/12/24
98 22 17 18 63 5 63 神奈川県 （株）協同測量社 2004/12/24
99 22 17 18 63 5 63 神奈川県 （株）協同測量社 2004/12/24
100 22 18 19 63 5 63 神奈川県 （株）協同測量社 2004/12/24
101 23 13 14 63 5 63 神奈川県 （株）協同測量社 2004/12/24
102 23 14 15 63 5 63 神奈川県 （株）協同測量社 2004/12/27
103 23 15 16 63 5 63 神奈川県 （株）協同測量社 2004/12/27
104 23 15 16 63 5 63 神奈川県 （株）協同測量社 2004/12/27
105 23 16 17 63 5 63 神奈川県 （株）協同測量社 2004/12/24
106 23 17 18 63 5 63 神奈川県 （株）協同測量社 2004/12/24
107 23 17 18 63 5 63 神奈川県 （株）協同測量社 2004/12/24
108 23 18 19 63 5 63 神奈川県 （株）協同測量社 2004/12/24
109 24 12 13 63 5 63 神奈川県 （株）協同測量社 2004/12/27
110 24 13 14 63 5 63 神奈川県 （株）協同測量社 2004/12/27
111 24 14 15 63 5 63 神奈川県 （株）協同測量社 2004/12/27
112 24 15 16 63 5 63 神奈川県 （株）協同測量社 2004/12/24
113 24 16 17 63 5 63 神奈川県 （株）協同測量社 2004/12/24
1 1 20 21 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
2 1 21 22 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
3 1 22 23 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
4 2 2 3 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
5 2 3 4 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
6 3 13 14 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
7 3 14 15 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14  
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Ortho_inde GeoTif化 メタデータ オルソ番号（マイナス前） オルソ番号（マイナス後） 市町村_index 基本図図郭1 基本図図郭2 基本図図郭3 基本図図郭4 市町村_index2 基本図図郭2-1 基本図図郭2-2
8 FALSE FALSE 24 3 402 2 3 5 6
9 FALSE FALSE 24 4 402 3 6
10 FALSE FALSE 24 5 402 3 6
11 FALSE FALSE 24 6 402 3 4 6 7
12 FALSE FALSE 24 7 402 4 7
13 FALSE FALSE 24 8 402 4 7
14 TRUE FALSE 24 9 402 5 8
15 TRUE FALSE 24 10 402 5 8
16 FALSE FALSE 24 11 402 5 6 8 9
17 FALSE FALSE 24 12 402 6 9
18 FALSE FALSE 24 13 402 6 9
19 FALSE FALSE 24 14 402 6 9
20 FALSE FALSE 24 19 402 6 7 9 10
21 FALSE FALSE 24 16 402 7 10
22 FALSE FALSE 24 17 402 7 10
23 TRUE FALSE 24 18 402 8
24 TRUE FALSE 24 19 402 8
25 TRUE FALSE 24 20 402 8
26 FALSE FALSE 24 21 402 8 9
27 TRUE FALSE 24 22 402 9
28 TRUE FALSE 24 23 402 9
29 FALSE FALSE 24 24 402 9 10
30 TRUE FALSE 51 1 211 3
31 TRUE FALSE 51 2 211 3
32 TRUE FALSE 51 3 211 3 214 1
33 TRUE FALSE 51 4 214 1
34 FALSE FALSE 51 5 214 1
35 FALSE FALSE 51 6 214 1 2
36 FALSE FALSE 51 7 214 2
37 FALSE FALSE 51 8 211 4
38 FALSE FALSE 51 9 211 4
39 FALSE FALSE 51 10 211 4 5
40 FALSE FALSE 51 11 211 5
41 FALSE FALSE 51 12 211 5
42 FALSE FALSE 51 13 211 5 6 214 3
43 FALSE FALSE 51 14 214 3 211 6
44 FALSE FALSE 51 15 214 3
45 FALSE FALSE 51 16 214 3 4
46 FALSE FALSE 51 17 214 4
47 FALSE FALSE 51 18 214 4
48 FALSE FALSE 51 19 214 4 5
49 FALSE FALSE 51 20 211 4 7
50 FALSE FALSE 51 21 211 5 8
51 FALSE FALSE 51 22 211 5 8
52 FALSE FALSE 51 23 211 5 6 8 9
53 FALSE FALSE 51 24 211 6 9 214 3 6
54 FALSE FALSE 51 25 214 3 6 211 9
55 FALSE FALSE 51 26 214 3 4 6 7 211 9
56 FALSE FALSE 51 27 214 4 7
57 FALSE FALSE 51 28 214 4 7
58 FALSE FALSE 51 29 211 7 10
59 FALSE FALSE 51 30 211 7 8 10 11
60 FALSE FALSE 51 31 211 8 11
61 FALSE FALSE 51 32 211 8 11
62 FALSE FALSE 51 33 211 8 11
63 FALSE FALSE 51 34 211 9 12
64 FALSE FALSE 51 35 211 9 12
65 FALSE FALSE 51 36 3612 1 2 211 10
66 FALSE FALSE 51 37 3612 2 211 10 11
67 FALSE FALSE 51 38 3612 2 211 11
68 FALSE FALSE 51 39 3612 2 3 211 11
69 FALSE FALSE 51 40 3612 3 211 11 12
70 FALSE FALSE C1 4 212 1 3  
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Ortho_inde撮影コース_index 撮影ポイント1 撮影ポイント2 撮影コース_index2 撮影ポイント2-1 撮影ポイント2-2 撮影年 撮影月 オルソ作成年度 計画機関 作業機関 更新日時
8 3 15 16 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
9 4 1 2 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
10 4 2 3 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
11 4 3 4 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
12 4 4 5 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
13 4 5 6 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
14 5 15 16 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
15 5 16 17 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
16 6 1 2 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
17 6 2 3 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
18 6 3 4 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
19 6 4 5 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
20 6 5 6 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
21 6 6 7 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
22 6 7 8 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
23 7 16 17 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
24 7 17 18 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
25 7 18 19 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
26 7 19 20 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
27 7 20 21 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
28 8 2 3 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
29 8 3 4 53 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
30 2 4 5 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
31 2 5 6 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
32 2 6 7 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
33 2 7 8 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
34 2 8 9 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
35 2 9 10 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
36 2 10 11 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
37 10 8 9 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
38 10 9 10 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
39 11 1 2 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
40 11 2 3 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
41 11 3 4 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
42 11 4 5 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
43 11 5 6 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
44 11 6 7 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
45 11 7 8 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
46 11 8 9 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
47 11 9 10 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
48 11 10 11 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
49 12 22 23 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
50 12 24 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
51 12 25 26 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
52 12 26 27 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
53 12 27 28 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
54 12 28 29 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
55 12 29 30 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
56 12 30 31 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
57 12 31 32 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
58 13 21 22 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
59 13 22 23 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
60 13 23 24 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
61 13 24 25 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
62 13 25 26 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
63 13 26 27 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
64 13 27 28 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
65 14 14 15 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
66 14 15 16 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
67 14 16 17 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
68 14 17 18 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
69 14 18 19 54 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14
70 15 2 3 57 11 57 神奈川県 （社）日本林業技術協会 2004/12/14  
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植物フィールドノートの使い方 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

2005年 1月 10日 第一版 



 

◇植物フィールドノートのインストール方法 

 
CD-ROM をコンピュータに入れると、次のようなブルーの画面が表示されます。 

 

コンピュータにMicrosoft Accessが入っている方は【Microsoft Accessが既にインストール済み

の場合】というボタンをクリックすると、インストールが始まります。 

 

コンピュータにMicrosoft Access が入っていない方は【Microsoft Access がまだ未インストール

の場合】をクリックすると、インストールが始まります。 

 

インストールを中断する場合は、【インストーラを終了する】をクリックして下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
パソコンにMicrosoft Accessが入っているかどうか分からない場合。 
 
Microsoft  AccessはMicrosoft  Office  Professional版に付属しているデータベースソフトで

す。WordやExcelが使えるMicrosoft  Office  Personal版をお持ちの方は多いと思いますが、

Personal 版にはAccess は入っていません。Professional 版は購入したパソコンに付属している

ことはなく、ご自身がパソコンショップで Professional 版を購入していなければ、Microsoft 

Access をお持ちではないと思います。 

 

パソコンに Microsoft Access が入っていると、スタートメニューに以下のようなアイコンが表示さ

れます。 

 
 
 
 

ほとんどの方は、

こちらをクリック

すればだいじょう

ぶです。 



 

◇Super Mapple のインストール方法 

 
Super Mapple に付属の説明書を読んで、インストールを行って下さい。 

 
Super Mapple を使用する前に、必ず次の設定変更を行って下さい。この設定変更をしないと、

緯度経度をメッシュ番号を正しく入力することができません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②[OK]をクリックします。 

①Super Mapple の「ファイル」

-「設定」をクリックすると＜

設定＞ウィンドウが表示され

ます。[地図・その他]タブを

選択し、[測地系]で「日本測

地系」を選択してください。 

初期状態では「世界測地系」

が選択されています。 



 

登録 

登録 キャンセル

◇植物フィールドノートの起動と終了方法 

 
 コンピュータのスタートボタンから「植物フィールドノート」を起動させてください。 

起動させると以下の画面が現れます。ユーザー情報の登録画面です。 

 

 
 
①－1 グループ ID・・・ Tanzawa と入力してください。 

①－2 ユーザーID・・・配布した CD-ROMに記載されている 3 桁の番号を入力します。 

①－3 ユーザー名・・・各自の名前を入力してください。 

② 都道府県コード・・・神奈川県 を選択します。 

③ モード・・・一般 を選択してください。 

④最後に      をクリックします。 

 

＊       を押す前に、          をクリックすれば、「システムを終了してもよろしい 

  ですか？」というメッセージが現れます。終了したい場合、はい を選択してください。 

 

④

①

②

③



 

◇各操作画面の説明 

 
メインメニュー 

 
 ユーザー情報の登録が完了すると、以下の画面が現れます。「植物フィールドノート」のメイ

ンメニューです。 

 

 
 

Ⅰ． 植物記録カード管理 

 
まず、①                  ②                 ③                 を行います。 

 

登録が完了したら、④                       にて、採集した植物情報を入力してくださ

い。 

 

＊ システムを終了する場合、         をクリックすれば、システム終了を選択するメッセージ 

 が現れます。 

 

採集者の登録 調査名の登録 調査地の登録

植物記録カード管理

終了 



 

削除 

① 採集者の登録 

メインメニューの            をクリックすると、採集者一覧表が現れます。 

 

         をクリックして、登録画面に移ります。 

 

 
 
登録済みのデータは、     を押せば登録画面に移動し編集する事が出来ます。 

 

データを削除したい場合、     を押せば、「選択したデータを削除してもよろしいです

か？」というメッセージが表示されるので、はい をクリックしてください。 

 

一覧表から、特定の採集者を検索したい場合、右上の検索条件に検索したいキーワードを入

力して     を押してください。検索結果が表示されます。 

 

＊一覧表を閉じたい場合、       をクリックすれば採集者一覧表画面は終了します。 
 
 

採集者の登録

新規登録 

編集 

検索 

閉じる



 

保存 
保存 

① －１ 採集者新規登録 
  採集者新規登録の入力画面です。 

 

 水色で表示されている採集者名は入力必須項目です。採集者名を入力すると自動的にフリ

ガナが表示されます。電話番号、E メールは入力しなくても登録できます。 

 入力が完了したら、      をクリックします。 

      をクリックすると「登録しました。続けて登録しますか？」というメッセージが現れます。

はい を選択すれば、続けて登録でき、いいえ を選択すれば採集者新規登録画面は終了し

ます。 

＊登録を途中で止めたい場合、       をクリックすれば採集者新規登録画面は終了 

  します。 

 

 
 
 
 
 
 

閉じる



 

調査名の登録 

② 調査名の登録 

メインメニューにもどり、調査名の登録をします。 

 

をクリックすると、調査名一覧が表示されます。 

 

をクリックして、登録画面に移ります。 

 

 
 

登録済みのデータは、 を押せば登録画面に移動し編集する事が出来ます。 

 

データを削除したい場合、 を押せば、「選択したデータを削除してもよろしいです

か？」というメッセージが表示されるので、はい をクリックしてください。 

 

＊一覧表を閉じたい場合、 をクリックすれば調査名一覧表画面は終了します。 

 

 

新規登録 

編集 

削除

閉じる



 

保存 

②－１ 調査名新規登録 

調査名新規登録画面です。 

 

調査名には、今回は 丹沢大山総合調査 と入力してください。 

をクリックすると「登録しました。続けて登録しますか？」というメッセージが現れます。

はい を選択すれば、続けて登録でき、いいえ を選択すれば調査名新規登録画面は終了し

ます。 

＊ 登録を途中で止めたい場合、 をクリックすれば調査名新規登録画面は終了 

  します。 

 
 

閉じる



 

調査地の登録 

削除

③ 調査地の登録 

メインメニューにもどり、調査地の登録をします。 

 

をクリックすると、採集地名一覧が表示されます。 

 

をクリックして、登録画面に移ります。 

 

 

 
登録済みのデータは、 を押せば登録画面に移動し編集する事が出来ます。 

 

データを削除したい場合、 を押せば、「選択したデータを削除してもよろしいです

か？」というメッセージが表示されるので、はい をクリックしてください。 

 

一覧表から、特定の採集地を検索したい場合、右上の検索条件に検索したいキーワードを入

力して      を押してください。検索結果が表示されます。 

 

＊一覧表を閉じたい場合、 をクリックすれば採集地名一覧表画面は終了しま

す。 

新規登録 

編集 

検索 

閉じる



 

保存 

Mapple座標取得

③－１ 採集地新規登録 

採集地新規登録画面です。 

 

採集地名は必須項目です。その他の項目は入力しなくても登録できます。 

をクリックすると「登録しました。続けて登録しますか？」というメッセージが現れま

す。はい を選択すれば、続けて登録でき、いいえ を選択すれば採集地新規登録画面は終

了します。 

＊ 登録を途中で止めたい場合、 をクリックすれば採集地新規登録画面は終了 

  します。 

 

 
 

位置情報を取得する場合、緯度経度やメッシュ番号を手動で入力するか、地図から取得する

ことができます。 

地図から取得する場合、画面左下の をクリックしてください。 

これは、Super Mapple Digital Ver.5 という市販の地図ソフトを使って行います。 

閉じる



 

位置情報取得 

メッシュ再計算

その他のボタン説明 

 

 

取得した位置情報を Super Mapple を起動させ表示します。 

 

 

使用しません。 

 

 

画面右上のメッシュ番号を削除します。 

 

 

緯度経度を手動で入力した場合、メッシュ番号を自動計算して表示します。 

Mapple位置確認 

Mesh一覧削除



 

③－２ Super Mapple 座標取得画面 

昭文社の電子地図ソフト Super Mappleで緯度経度座標とメッシュ番号を取得し、植物フィール

ドノートに取り込む方法を説明します。以下の作業を始める前に SuperMapple をインストールし、

一度起動・終了しておいてください（はじめての起動で以下の操作を行うと、うまくいかない場

合があります）。 

 

 
をクリックすると、Super Mapple が立ち上がります。Super Mapple の操作に

ついては次ページをご覧下さい。 

 

Super Mapple で採集地を表示してから、この画面にもどり          をクリックすると、座

標とメッシュ番号を取得することができます。 

 

＊ 取得を中止したい場合、 をクリックすれば Super Mapple 座標取得画面は 

  終了します。 

 

Mapple起動 

座標取得

閉じる



 

③－３ Super Mapple 起動画面 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①検索図で調査地

周辺の地図を探し

て表示します。住

所・郵便番号・駅名

などでも検索でき

ます。 

②地図ウィンドウ

内でドラッグする

と地図の移動がで

きます。座標を取得

したい位置まで地

図を移動します。右

のバーを上下に移

動すると縮尺を変

更することができ

ます。 

③地図ウィンドウ内の

座標を取得したい位置

で右クリックし、[この

位置を画面中心に移動]

を選択します。座標を取

得したい地点が画面中

央に移動します。または

座標を取得したい位置

をダブルクリックして

も同じことができます。 

 
④前ページに表示している画面にある       ボタンをクリックすると、地図

画面の中央にある位置の緯度経度とメッシュ番号が「採集地新規登録」画面に自動的

に入力されます。 

座標取得 



 

削除 

調査カード複製登録 

④ 植物記録カード管理 

メインメニューにもどり、採取した植物の入力作業をします。 

 

をクリックすると植物調査カードが表示されます。 

 

をクリックして、登録画面に移ります。 

 

 

 
登録済みのデータは、 を押せば登録画面に移動し編集する事が出来ます。 

 

データを削除したい場合、 を押せば、「選択したデータを削除してもよろしいです

か？」というメッセージが表示されるので、はい をクリックしてください。 

 

          を選択すると、詳細情報を ID ナンバー順に見ることができます。 

 

                を選択すると、採集地の情報を複製したカードがつくられます。すぐ

近くの採集地の記録を入力する場合に最終地情報を入力する手間を省くことができます。 

 

＊一覧表を閉じたい場合、 をクリックすれば植物調査カード画面は終了しま

す。 

植物記録カード管理 

新規登録 

編集 

詳細一覧 

閉じる



 

④－１ 植物調査カード／新規登録画面 

植物調査カード／新規登録画面です。 

 

調査名、採集者、採集地名は入力必須項目です。 
 

 
 
■ 調査名 調査の名前を記入します。（今回は丹沢大山総合調査） 

■ 採集者 植物を採集した人の名前を記入します。 

■ 採集日 植物を採集した日付をドロップダウンリストの中から選びます。 

■ 天  候 植物を採集した日の天候をドロップダウンリストの中から選びます。 

■ 景  観 植物採集地の景観をドロップダウンリストの中から選びます。 

■ 環  境 植物採集地の環境をドロップダウンリストの中から選びます。 

採集地情報 

□ 採集地名 登録地点をドロップダウンリストの中から選択するか、それ以外の地名を手動で

入力することができます。 

□ 都道府県 自動的に神奈川県が表示されます。 

□ 市町村・番地 採集地の住所を入力します。 

□ 観察概要 採集地の概要などを入力します。 

□ メッシュ番号・緯度・経度 採集地名をドロップダウンリストから選択した場合、自動的に表

示されます。それ以外の地名を入力した場合、手動あるいは Super Mapple から取得しま

す。 

 

植物情報 

◎ 種名 手動入力あるいはドロップダウンリストの中から選びます。 

◎ 標本管理 採集した植物の標本管理場所を記入します。 

◎ 記録方法 写真か現物を選択します。 



 

保存 

Mapple座標取得 

位置情報取得 

植物情報一覧削

◎ 区分 花・実・花＋実・葉のいずれかを選択します。 

◎ メモ 採集植物に関する特記事項を記入します。 

 

ボタン説明 

 

 

カードを保存します。 

 

 

Super Mapple から位置情報を取得します。使い方は 12 ページと同じです。 

 

 

植物調査カードに記録してある緯度経度の位置にある地図を Super Mapple を 

自動的に起動して表示します。 

 

 

使用しません。 

 

 

画面右上のメッシュ番号を削除します。 

 

 

入力した植物情報を一括削除します。 

 

 

 

植物調査カード／新規登録画を終了します。 

Mapple位置確認 

メッシュ一覧

キャンセル 
閉じる 



 

検索 
Excelに出力

Ⅱ． データ分析 

 

蓄積したデータの分析を行います。 

 

① 特定記録種一覧 

記録した植物のうち特定の種を検索し、表示します。 

 

メインメニューの             をクリックすると以下のような画面が表示されます。 

 

 

 

種名は検索必須項目です。検索したい種の名前を入力します。 

採集年月日、採集範囲で絞り込み検索も出来ます。 

 

必要項目を入力したら      をクリックして、検索します。 

検索結果を Excel データとして出力したい場合、            をクリックします。 

 

＊Excel データの保存場所は選択できません。自動的に C ドライブ¥ProgramFiles¥植物フィー

ルドノート¥export に、指定種検索結果というファイル名で保存されます。 

 

＊検索前の全データが表示されている状態では Excel への出力はできません。検索してから

行ってください。 

 

特定記録種一覧 



 

② 総記録種 

記録した植物のすべての種を表示します。 

 

メインメニューの          をクリックすると以下のような画面が表示されます。 
 

 
 

日付による、絞込検索も出来ます。 

総記録種 



 

③ 調査地・記録種集計 

調査地と植物種のクロス集計を行うことが出来ます。この画面ではクロス集計されていないよう

に見えますが、Excel に出力するとクロス集計された画面が表示されます。 

 

 



 

実行

閉じる

Ⅲ．データベースメンテナンス 

蓄積したデータを安全に管理するために必要な作業です。 

 

① データのバックアップ 
 
メインメニューの                 をクリックすると、以下の画面が表示されます。 

 

 
 
データベースMDBファイルバックアップ を選択し     をクリックしてください。 
バックアップが終了したら を押し終了します。 
 
＊「データベースＣＳＶバックアップ／リストア」機能は一般的なデータベースの利用 
  では使わないため、このマニュアルでは説明しません。 
 
② 修復と最適化 

データベースファイルにゴミなどがたまるので、ファイルを掃除します。 

 

 メインメニューの            をクリックし実行してください。ゴミが掃除されて、データ

ベースファイルが小さくなります。 

 

年に一度くらいの頻度で行えば十分です。 

 

データのバックアップ

修復と最適化 
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